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ア
ゾ
ラ
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経
済
的
収
益

四
制
約
的
環
境
下
で
の
ア
ゾ
ラ
利
用

付
ア
ゾ
ラ
生
育
の
制
約
要
因

ω
制
約
条
件
下
で
の
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的

収
益
結

五

語

和
名
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
属
、

は
世
界
中
の
温
帯
、
熱
帯
の
池
崎
畑
、
濯
概
水
路
、

池

異

辺

巌夫

水
田
の
よ
う
な
水
性
環
境
に
広

く
分
布
し
て
い
る
水
生
シ
ダ
で
、
ラ
ン
藻
〈

k
g
a
E
s
b
)
と
の
共
生
に
よ
る
空
中
窒
素
固
定
能
を
持
ち
、
無
窒
素
培
地
で
速
や
か
に
増

熱
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こ
の
植
物
は
、
熱
帯
稲
作
に
関
心
を

持
つ
多
く
の
農
業
技
術
者
・
研
究
者
に
よ
っ
て
特
に
注
目
さ
れ
、
精
力
的
な
研
究
の
対
象
に
な
っ
て
き
た
。

一
九
七

0
年
代
中
葉
以
降
一
般
的
に
生
じ
た
、
有
機
質
肥
料
を
見
直
す
機
運
の
中
で
、

殖
す
る
。

問
題
の
背
景

一
九
六

0
年
代
後
半
に
I
R
8
が
出
現
し
て
以
降
、
水
稲
改
良
品
種
を
基
軸
と
す
る
新
し
い
稲
作
技
術
体
系
の
普
及
が
、

ア
J

ン
ア
の

開
発
途
上
諸
国
に
お
け
る
農
業
の
土
地
生
産
性
向
上
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
ら
諸
国
の
食
糧
増
産
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
こ
と
に
、
今

や
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
こ
の
新
し
い
稲
作
技
術
体
系
は
、
近
代
的
投
入
財
集
約
的
な
こ
と
を
も
っ
て
そ
の
特
徴
と
す
る
。
改
良
品
種

が
持
つ
高
収
量
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
実
現
に
は

ア
ジ
ア
開
発
途
上
諸
国
の
伝
統
的
稲
作
技
術
体
系
の
下
で
の
そ
れ
と
は
隔
絶
し
た
水
準

で
の
、
近
代
的
投
入
財
、
特
に
化
学
肥
料
、

の
集
約
的
利
用
が
要
求
さ
れ
る
。

そ
の
た
め
こ
の
新
し
い
稲
作
技
術
体
系
は
、

し
ば
し
ば

種
子
・
肥
料
技
術
と
称
せ
ら
れ
る
。
こ
の
種
子
・
肥
料
技
術
の
普
及
と
前
後
な
い
し
並
行
し
て
、
稲
作
農
家
の
肥
料
利
用
率
を
高
め
る

ベ
く
、
多
く
の
途
上
諸
国
で
、
肥
料
補
助
金
政
策
、
あ
る
い
は
、
肥
料
を
中
心
と
す
る
近
代
的
投
入
財
購
入
資
金
の
供
給
を
主
眼
と
す

ハ
2
V

る
、
制
度
金
融
導
入
策
が
採
ら
れ
て
き
た
。
種
子
・
肥
料
技
術
の
普
及
が
食
糧
増
産
に
寄
与
し
得
た
背
後
に
は
、

一
因
と
し
て
、

こ
れ

ら
肥
料
補
助
金
政
策
の
存
在
を
指
摘
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

も
と
よ
り
、

肥
料
補
助
金
政
策
の
存
在
は
政
府
財
政
に
と
っ
て
圧
迫
要
因
で
札
記
。
さ
ら
に
、
化
学
肥
料
の
利
用
場
大
は
、

そ
の
供

給
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
場
合
は
直
接
、

ま
た
、
国
内
で
製
造
し
て
い
る
場
合
で
も
原
材
料
等
の
輸
入
を
通
し
て
間
接
的
に
、
途
上
諸

国
に
と
っ
て
最
も
希
少
な
資
源
た
る
外
貨
準
備
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
、

こ
れ
ら
の
諸
国
が
共
通
に
抱
え
て
い
る
国
際
収
支
不
均

衡
の
問
題
に
一
層
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
に
な
る
。
最
近
の
世
界
肥
料
市
場
に
お
け
る
価
格
動
向
は
、

一
九
七

0
年
代
中
葉
の
第
一
次



農
業
に
不
利
に
推
移
す
る
蓋
然
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
だ
に
高
い
成
長
率
で
増
加
し
つ
つ
あ
る
人
口
を
支
え
る
べ
く
、

層

石
油
危
機
直
後
の
時
期
と
比
較
す
れ
ば
、
落
ち
着
い
て
は
い
る
。
し
か
し
、
化
学
肥
料
に
関
す
る
交
易
条
件
は
、
長
期
的
に
見
た
場
合
、

の
食
糧
増
産
が
、
土
地
生
産
性
の
向
上
を
通
し
て
図
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
、

そ
れ
に
伴
っ
て
化
学
肥
料
の
需
要
は
一
層
拡
大

す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
途
上
諸
国
政
府
の
資
源
配
分
、
外
貨
準
備
、
従
ワ
て
経
済
発
展
一
般
に
対
す
る
制
約
要
因
と
し
て
作
用
す

る
か
も
し
れ
な
い
。

有
機
質
肥
料
の
多
く
は
農
業
内
で
自
給
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
農
村
に
お
け
る
機
会
費
用
の
低
い
資

源
を
生
産
的
目
的
に
動
員
し
、
機
会
費
用
の
高
い
化
学
肥
料
を
代
替
し
得
る
な
ら
ば
、

そ
の
経
済
発
展
へ
の
貢
献
は
極
め
て
大
き
な
も

の
で
あ
ろ
う
。
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
稲
作
と
異
な
り
、
元
来
有
機
質
肥
料
利
用
の
歴
史
に
乏
し
い
熱
帯
ア
ジ
ア
稲
作
に
お
い
て
、
化
学

肥
料
に
代
替
な
い
し
そ
れ
を
補
完
し
得
る
も
の
と
し
て
、
有
機
質
肥
料
の
利
用
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
に
至
っ
た
所
以
で
あ
る
。

恒j

本
稿
の
課
題

既
述
の
よ
う
に
、
水
稲
改
良
品
種
は
集
約
的
肥
料
投
入
に
よ
り
は
じ
め
て
そ
の
高
い
収
量
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
発
揮
す
る
が
、
多
く
の

栄
養
素
の
中
で
、
増
収
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
も
の
は
窒
素
で
あ
る
。
多
く
の
有
機
質
肥
料
源
の
中
で
ア
ゾ
ラ
が
特
に
注
目
さ
れ
て
き

た
主
た
る
理
由
は
、

そ
の
高
い
空
中
窒
素
固
定
能
に
あ
る
。
水
田
緑
肥
と
し
て
利
用
さ
れ
た
場
合
、

そ
れ
だ
け
無
機
質
肥
料
を
代
替
す

る
能
力
が
高
い
と
期
待
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

国
際
的
ス
ケ
ー
ル
で
の
集
約
的
ア
ゾ
ラ
研
究
の
歴
史
は
比
較
的
浅
い
が
、
稲
作
農
家
に
よ
る
ア
ゾ
ラ
の
水
因
縁
肥
と
し
て
の
利
用
自

体
は
、
中
国
南
部
と
ベ
ト
ナ
ム
北
部
に
お
い
て
古
い
歴
史
を
持
つ
。
例
え
ば
、

ロ
ロ
〔
却
〕
は
、
六
世
紀
に
成
立
し
た
中
国
農
書
『
部
門

熱
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熱
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四

民
要
術
』
に
既
に
ア
ゾ
ラ
の
記
述
が
あ
り
、
さ
ら
に
一
七
世
紀
明
末
の
多
く
の
農
書
に
そ
の
利
用
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
見
ら
れ
る
と

〈
A
Y
)

い
う
。
ま
た
、
叶
ロ
由
ロ
同
ロ
【
】
叶

ra一
一
立
〔
岨
〕
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用
の
歴
史
は
一
一
世
紀
に
ま
で
澗
る
と
い

(

5

)

 

ア
ゾ
ラ
の
利
用
は
革
命
後
飛
躍
的
に
普
及
し
た
。

ぅ
。
こ
れ
ら
両
国
と
も
、

限
ら
れ
た
地
域
と
は
い
え

こ
れ
ら
両
国
で
数
世
紀
に
渡
っ
て
ア
ゾ
ラ
が
水
田
緑
肥
と
し
て
現
実
の
農
家
に
用
い
ら
れ
て
き
た
と
い

う
事
実
は
、
そ
れ
ら
地
域
に
特
定
的
な
条
件
の
下
で

ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用
が
経
済
的
に
意
味
あ
る
技
術
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら

こ
の
技
術
を
そ
れ
ら
の
地
域
外
、
特
に
熱
帯
諸
国
の
稲
作
地
帯
に
、
経
済
的
に
利
用
可
能
な
技

術
と
し
て
移
転
さ
せ
得
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
本
稿
の
課
題
は
、
過
去
一

0
年
間
精
力
的
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
生
物
学
的
ア
ゾ

ラ
研
究
を
ふ
ま
え
て
、
現
段
階
に
お
い
て
、
水
田
緑
肥
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
性
を
評
価
す
る
こ
と
に
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に

は
、
熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用
の
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
評
価
し
、
さ
ら
に
、

ア
ゾ
ラ
が
熱
帯
の
稲
作
農
民
に
広
範

〈

6
)

に
利
用
さ
れ
る
技
術
と
な
る
上
で
克
服
さ
る
べ
き
幾
つ
か
の
経
済
的
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
を
検
出
す
る
こ
と
を
主
要
な
課
題
と
す
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
農
民
に
実
際
に
利
用
さ
れ
る
も
の
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
技
術
の
実
態
に
関
す
る
利
用
可
能
な
情
報
は
皆
無
に
近
く
、

本
稿
に
お
い
て
な
さ
れ
る
経
済
的
評
価
も
、
限
ら
れ
た
情
報
の
下
で
の
第
一
次
的
接
近
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
既
往
の
ア
ゾ
ラ

に
関
す
る
生
物
学
的
研
究
を
、
水
田
緑
肥
利
用
の
観
点
か
ら
展
望
し
、

あ
わ
せ
て
、
熱
帯
稲
作
農
家
に
よ
る
ア
ゾ
ラ
緑
肥
利
用
の
実
態

に
関
す
る
一
つ
の
資
料
を
提
供
し
、
以
て
ア
ゾ
ラ
技
術
完
成
に
向
け
て
の
今
後
の
技
術
的
・
経
済
的
研
究
の
展
開
に
資
す
る
こ
と
が
、

本
稿
の
よ
り
基
本
的
、
長
期
的
課
題
で
ふ
か
記
。

以
下

ま
ず
次
章
で
は
、
既
往
の
研
究
の
展
望
を
通
し
て
、

ア
ゾ
ラ
の
水
悶
緑
肥
と
し
て
の
生
物
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
確
認
し

次
い
で
第
三
章
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
南
コ
タ
パ
ト
州
の
ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
の
事
例
分
析
を
行
な
い
、
現
実
の
稲
作
農
家



に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
明
ら
か
に
す
る
。

第
四
章
で
は

ア
ゾ
ラ
生
育
上
の
自
然
的
・
社

会
的
制
約
要
因
を
検
討
し
、

こ
れ
ら
制
約
要
因
に
関
す
る
幾
つ
か
の
仮
定
の
下
で
、

ア
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
的
収
益
を
評
価
す
る
。

注
(

l

)

本
稿
は
、
一
九
八
二
年
九
月
二
七
日

1
5月
一
日
に
国
際
稲
研
究
所
(
回
目
)
で
関
か
れ
た
。
ょ
ぬ
室
内
ミ
ミ
司
き
礼

F
2
8官
・

。ロ

g
に
お
い
て
阿
保
口
口
}
ユ
ミ
・
ぇ
・
〔
お
〕
と
し
て
報
告
さ
れ
た
論
文
を
基
に
し
、
そ
れ
に
修
正
・
加
筆
を
ほ
ど
こ
し
た
も
の
で
お
る
。

(

2

)

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
切
回
忌
〉

ω
計
画
、

7

ィ
り
ピ
ン
の

ppgmmロ
白
沼
計
画
等
は
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

(

3

)

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
例
に
と
る
と
、
肥
料
補
助
の
た
め
の
政
府
財
政
支
出
は
、
年
々
一
億
六
五

O
O万
ペ
ソ
(
二

0
0
0万
U
S
ド
ル
)
の
オ
I

ダ
ー
に
あ
り
、
宮
居
目
指
一
白
一
一
回
目
宅
計
画
が
着
手
さ
れ
た
一
九
七
三
年
以
降
の
累
積
で
、
一
六
億
ベ
ソ
に
達
す
る
と
い
う
(
切

Rhhas
吋
。
色
町
匂

紙
、
一
九
八
二
年
二
月
二
六
日
)
。
フ
ィ
リ
ピ

γ
の
政
府
財
政
支
出
は
、
一
九
七
六

t
八
O
年
の
五
カ
年
の
平
均
で
、
総
額
二
九
五
億
ベ
ソ
、

農
林
水
産
業
関
連
支
出
一
入
・
五
億
ベ
ソ
で
あ
る

(
Z肘
U
〉
〔
剖
〕
、
五
七
七
頁
)
。

(

4

)

ピ
ロ
の
こ
の
記
述
(
F
Z
〔
羽
〕
、
三
七
五
頁
)
の
前
半
は
何
か
の
勘
違
い
で
あ
ろ
う
。
明
刊
『
費
民
要
術
』
津
逮
秘
書
本
の
巻
二
水
稲
第
十

み
ず
く
さ

一
を
矯
く
と
、
唯
一
そ
れ
ら
し
い
所
は
、
「
沢
草
所
生
種
之
さ
種
、
:
:
:
を
種
稲
麦
也
。
」
の
条
で
あ
る
が
、
こ
の
沢
草
を
以
っ
て
ア
ゾ
ラ
と
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
巻
十
、
五
球
青
果
蹴
菜
茄
非
中
国
物
産
者
に
者
と
い
う
緑
胞
が
出
て
く
る
が
、
こ
れ
は
天
野
(
〔
2
〕
、
四

九
五
頁
)
に
よ
れ
ば
、
野
擁
立
で
あ
る
と
い
う
。
天
野
博
士
は
同
書
同
頁
に
お
い
て
、
『
要
術
』
の
緑
肥
作
物
に
つ
い
て
の
記
述
を
要
約
さ
れ
、

れ

ん

げ

う

ま

ご

や

し

緑
豆
・
小
豆
・
胡
麻
の
三
作
物
の
み
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
紫
雲
英
は
記
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
首
稽
も
緑
胞
と
し
て
は
出
て
こ
な
い
、
と
さ
れ

て
い
る
。

我
々
が
手
近
に
当
た
り
得
た
明
代
の
水
稲
作
に
関
す
る
資
料
は
、
王
象
普
『
二
如
亭
群
芳
譜
』
、
宋
応
星
『
天
工
開
物
』
、
徐
光
啓
『
農
政
全

書
』
の
三
つ
に
限
ら
れ
る
が
、
前
二
者
の
稲
作
の
条
に
は
、
ア
ゾ
ラ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
緑
肥
刺
用
の
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
『
農
政
金
書
』

の
稲
作
の
条
も
同
様
で
あ
る
が
、
同
書
(
曙
海
楼
蔵
板
)
巻
五
回
制
編
沙
回
の
条
で
、
元
代
成
立
の
王
禎
『
農
書
』
を
引
用
し
た
後
、
そ
れ
に

注
釈
し
て
「
肥
積
苔
率
、
此
四
字
弗
軽
諦
過
是
糞
壌
法
也
。
今
浜
湖
人
、
漉
取
苔
華
以
当
糞
室
、
甚
肥
不
可
不
知
。
」
と
あ
る
。
そ
こ
で
王
禎

『
農
書
』
(
嘉
嫡
本
)
を
緩
く
と
、
巻
十
一
長
器
図
世
間
一
、
田
制
門
編
沙
回
の
条
に
、
江
南
の
水
団
地
帯
を
描
写
し
、
「
内
備
農
具
、
傍
泊
魚
叔
、

肥
積
落
華
。
」
と
見
え
る
。
こ
の
苔
華
に
天
野
博
士
は
グ
す
い
そ
う
4

と
ん
ピ
を
ふ
っ
て
お
ら
れ
る
(
天
野
〔

3
〕
、
三
二
九
頁
)
。
ま
だ
確
認

は
し
て
い
な
い
が
、
苔
様
の
水
性
緑
胞
で
ア
ゾ
ラ
以
外
の
植
物
を
あ
げ
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
北
京
農
業
大
学
『
肥
料

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

七
五



熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

七
六

手
冊
』
〔
8
〕
は
、
現
代
中
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
水
性
緑
犯
と
し
て
ア
ゾ
ラ
(
中
国
名
、
紅
棒
、
緑
棒
、
ま
た
は
満
紅
江
汚
水
花
生
(
み
た

q-

君、
a
p
E
V
E
N
O
L
2
3
h
h
N
2
)、
水
萌
芦
(
同
r
b
b
。
ミ
丘
町

3
2弘
、

2
)、
水
浮
蓮
(
虫
色
忠
之
、
日
ミ
ミ

2
)
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
が
、
こ
の

中
で
最
も
苔
華
と
い
う
表
現
に
近
い
の
は
ア
ゾ
ラ
で
あ
る
。
ま
た
、
愚
嘗
の
航
某
の
賛
と
し
て
引
か
れ
て
い
る
こ
の
江
南
水
団
地
帯
の
情
景
に

は
、
本
稿
後
章
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ア
ゾ
ラ
利
用
地
帯
と
し
て
紹
介
す
る
南
コ
タ
バ
ト
州
の
水
田
地
帯
の
そ
れ
と
似
通
う
も
の
が
あ
る
。
『
農
書
』

農
桑
通
訣
集
之
三
に
糞
壌
編
第
八
と
し
て
、
有
機
質
肥
料
の
利
用
法
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
と
で
は
触
れ
ら
れ
ず
、
江
南
の
田
制
に
か
ら

ん
で
記
述
さ
れ
て
い
る
点
も
示
唆
的
で
あ
る
。
も
し
こ
の
務
(
苔
)
華
が

7
ゾ
ラ
を
指
す
も
の
で
あ
る
唱
と
す
る
と
、
江
南
に
お
け
る
そ
の
稲
作

緑
肥
と
し
て
の
利
用
の
歴
史
は
、
『
要
術
』
の
六
世
紀
は
と
も
か
く
と
し
て
、
元
代
以
前
ま
で
湖
る
こ
と
に
な
る
。

(

5

)

中
国
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用
は
、
福
建
・
広
東
両
省
か
ら
始
ま
り
後
に
新
江
、
江
西
、
湖
南
、
広
西
、
四
川
の
諸
省
に
広
が
っ
た
と

い
5
Q
L
Z
〔
却
〕
、
三
七
五
頁
)
。
そ
の
普
及
面
積
は
、
福
建
、
広
東
、
新
江
、
湖
南
の
四
省
で
、
前
期
稲
作
面
積
の
二
割
、
中
国
全
体
で
稲

作
面
積
の
八
%
、
あ
る
い
は
一
三
四
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
〈
渡
辺
〔
日
〕
、
四
九
五
頁
、
ピ
ロ
〔
羽
〕
、
三
七
六
頁
〉
C

ベ
ト
ナ
ム
で
も
、
ア

ゾ
ラ
利
用
水
田
面
積
は
、
一
九
六
五
年
で
、
一
二
二
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
の
ぼ
っ
て
い
る
(
吋

E
口
出
口

ι
吋
ゲ
ロ
ヨ
込
〔
必
〕
、
三
九
五
頁
)
。

(

6

)

ア
ゾ
ラ
の
利
用
は
稲
作
に
限
定
さ
れ
な
い
。
ァ
ゾ
ラ
は
家
畜
・
魚
の
良
好
な
飼
料
と
し
て
用
い
ら
れ
(
切
ロ
岳
山
口
問
r
E
H
H
a
-
E
N・
〔
却
〕
、

開
仏
当
日
仏
印
〔
お
〕
、

ω
ロ寸口内
-
z
m
H
M
L
ω
一
口
開
}
同
〔
川
町
〕
、
蘇
北
農
学
院
〔
日
〕
)
、
人
間
の
食
用
に
も
な
り
(
巴
口
問
『
〔
位
〕
、
月
色
ロ
u
s口
内
田
吋
丘
一
ミ

〔
幻
〕
)
、
ま
た
水
質
浄
化
に
も
用
い
ら
れ
得
る
(
岡
山
色
ロ
∞

gι
叶
巳

-4
〔
幻
〕
)
。
本
稿
に
お
け
る

7
ゾ
ラ
の
経
済
的
評
価
は
、
こ
れ
ら
の
用
途

を
総
て
無
視
し
、
そ
の
水
田
緑
肥
利
用
に
限
定
し
て
行
な
わ
れ
る
。

(

7

)

ア
ゾ
ラ
に
関
す
る
一
般
的
な
資
料
文
献
レ
ビ
ュ
ー
と
し
て
は
、
渡
辺
〔
ゆ
〕
、
回
同
月
間
〔
幻
〕
が
あ
る
。
ま
た
、
ァ
ゾ
ラ
の
経
済
的
評
価
に
関

す
る
論
文
と
し
て
は
、
本
稿
の
他
に
回
巳

2
2
mロ
自
仏
問
。
ロ
ヨ
同

2
2
〔
げ
〕
、

HN20mg己
〔
お
〕
が
あ
る
。
但
し
両
者
共
、
実
際
に
農
家
に

用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
利
用
に
関
す
る
デ
I
F
を
含
ん
で
い
な
い
。

水
田
緑
肥
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ

ー

l
生
物
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

l
l

前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、

ア
ゾ
ラ
は
温
帯
か
ら
熱
帯
に
か
け
て
の
水
性
環
境
に
広
く
分
布
す
る
小
さ
な
苔
様
の
浮
草
の
属
名
で
、
水



ン
藻
は

こ
の
背
面
羽
片
の
裏
側
、
茎
部
近
く
に
あ
い
た
小
孔
中
に
共
生
し
、

下
部
の
も
の
を
腹
面
羽
片
と
呼
ぶ
。
共
生
ラ

空
中
窒
素
を
固
定
す
列
。
葉
色
は
、
栄
養
条
件
の
良
い

(
8
)
 

面
上
を
自
由
に
浮
遊
し
つ
つ
増
殖
す
る
。
化
石
種
を
除
き
、
現
生
種
と
し
て
六
種
が
知
ら
れ
て
い
る
。
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
で
緑
肥
と
し

円

9
)

こ
の
六
種
の
中
で
ト
モ
ミ
S
S
お
よ
び
そ
の
亜
種
で
あ
る
。

て
利
用
さ
れ
て
き
た
の
は

葉
は
互
生
し
、
二
枚
の
上
下
重
な
っ
た
羽
片
か
ら
な
り
、
上
部
の
も
の
を
背
面
羽
片
、

時
は
緑
色
、
強
光
下
、
低
温
下
、
栄
養
欠
之
時
に
は
紅
色
を
呈
す
る
。

←) 
空
中
窒
素
固
定
能

ア
ゾ
ラ
の
生
長
速
度
、
最
高
生
体
重
、
窒
素
固
定
能
か
ら

ア
ゾ
ラ
U
ラ
ン
藻
共
生
系
の
農
業
的
利
用
へ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
知
る

こ
と
が
出
来
る
。

ア
ゾ
ラ
の
生
長
速
度
は
普
通
、
生
体
重
倍
増
日
数
で
見
ら
れ
る
。
国

R
E口
町
〔
日
〕
は
ト

S
R
3』
品
注
目
ぬ
と
い
・
ミ
ぬ
門
W
H
R
h
a

を
除
く

四
種
に
つ
い
て
既
往
の
試
験
結
果
に
現
わ
れ
た
倍
増
日
数
を
整
理
し
て
い
る
。
時
に
倍
増
日
数
が
三

O
日
近
く
に
な
る
ト
」

S
S
N
0・

え
な
を
除
き
、
他
の
種
の
倍
増
日
数
は
二

t
一
O
日
の
範
囲
に
あ
り
、

正
常
状
態
で
四
目
、
最
高
で
三

t
三
・
二
日
と
い
う
平
均
的
な

数
値
を
あ
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
開
放
水
面
に
お
い
て
ア
ゾ
ラ
は
三

t
四
日
毎
に
生
体
重
が
倍
々
に
増
え
る
、
典
型
的
な
幾
何
級
数

的
増
殖
過
程
を
示
す
。
閉
鎖
水
面
に
お
い
て
増
殖
す
る
場
合
、
密
度
の
上
昇
と
共
に
生
長
速
度
は
低
下
す
る
(
〉
佐
古
ロ
〔
日
〕
)
。
従
つ

て
閉
鎖
水
面
に
お
け
る
最
高
生
体
量
に
達
す
る
ま
で
の
ア
ゾ
ラ
の
生
長
は
、

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
曲
線
で
近
似
出
来
る
。

第
1
表
は
、
種
々
の
条
件
下
で
な
さ
れ
た
ア
ゾ
ラ
培
養
試
験
の
結
果
報
告
の
中
か
ら
、

最
高
生
体
重
、
窒
素
含
量
、
最
高
生
体
重
に

達
す
る
ま
で
に
要
し
た
日
数
で
最
高
生
体
窒
素
量
を
除
し
て
得
ら
れ
る
一
日
当
た
り
平
均
重
素
固
定
率
を
拾
い
出
し
て
極
め
た
も
の
で

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

七
七
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第 l表 アゾラの窒素含有量と平均窒素固定率1)

最高生体量 平 均

種 生育条件/生育地

(乾m怖物~)I窒(k素g/含ha)量I 日数
窒素固定率 出 所

(kgNJhaJ日)

A. filiculoides 77イトトロン 200C(日)， !8OC(夜) 3. 2 126 51 2.5 渡辺 (13J

ポ ッ池水水水ト/水回回悶///怯Uし1中U S /1 日本

5.2 128 50 2.6 辻村ら〔12〕af. 
浅い A 1.8 105 ... Talley et. al. (44J 
裸地 SA  1.7 52 35 1.5 Talley and Reins C 45J 
裸地 SA  2.3 93 46 2.0 Talley 〔land Reins 〔46〕
稲作 国 3. 4 142 36 3.9 軍IJら OJ

A. m('xicana 池/USA 0.8 39 39 1.0 Talley et. al. C 44J 
棟地水田/USA 1. 1 38 ... ..， Talley and Reins C 45J 

A. caroliniana ファイトトロン 260C(日)， 180C(夜〉 3. 2 146 41 3.6 渡辺[I3J
稲作水田/中岡 2.8 114 36 3.2 手IJら [10]

A.ρinata 
77イトトロソ 2咋(日)j，l咋(夜j) 2.2 96 37 2.6 渡辺 [13J
フyイトトロン 330C( B)， 250C夜 1.5 33 22 1.5 渡辺 [13J
77イトトロ γ 370C 日， 290C夜 1.1 30 23 1.3 渡辺h〔I3〕

棟地水回/// / イソド
2.3 104 30 3. 4 Singh [42J 

裸地水田 フイリピソ 1. 1 48 30 1.6 渡辺 CI3J
稲作水田 フィリピン 73 91 0.8 Watanabe et. al. (52J 
稲作水田 フィリピン 20 7 2.9 南コタバト，国際稲研研究員観

察

稲作水田~ベトナム ... 25 60 0.4 Tuan and Thuyet (48J 
稲作水田中国 ... 41 18 2. 3 Liu (29J 
稲作水田中国 2. 6 III 36 3.1 利ら lOJ 

注. 1) 渡辺 [13J，457頁第2表に加筆.

…はデータ無しあるいは不明を意味する(次表以下同様).原典において， 数値が一定のレ γジをもって報告されている場

合，レ γジの中央値を表示してある.1E確な数値については出所原典にあたられたい.



な
い
し
六

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
窒
素
を
固
定
し
得
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
裸
地
水
田
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
飽
和

(
U〉

密
度
に
達
し
た
ア
ゾ
ラ
は
、
新
鮮
重
で
一

C
な
い
し
ニ

0
ト
ン
あ
り
、
二
五
な
い
し
三

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
窒
素
を
含
ん
で
い
る
。

J¥  

ク

あ
る
。

フ
ァ
イ
ト
ト
ロ
ン
(
人
工
気
象
装
置
)
、
池
、
裸
地
水
田
と
い
っ
た
生
育
条
件
下
で
の
ア
ゾ
ラ
の
最
高
生
体
窒
素
含
量
は
、

J、、
ク

タ
ー
ル
当
た
り
コ
一

O
か
ら
一
四
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲
に
あ
り
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
・
一
日
当
た
り
平
均
窒
素
固
定
率
は
一
・

O
か
ら
三
・

六
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
範
囲
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら

ア
ゾ
ラ
は
、
好
条
件
下
に
あ
れ
ば
、
三

0
日
間
に
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
四

O

タ
ー
ル
当
た
り
の
窒
素
産
出
量
は
、
飽
和
密
度
に
達
し
た
ア
ゾ
ラ
を
収
穫
、

あ
る
い
は
土
壌
に
鋤
き
込
ん
だ
後
、
二
作
目
、
三
作
目
を

一
作
目
と
同
様
に
育
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
増
加
さ
せ
得
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
水
田
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
通
年
ア
ゾ
ラ
培
養
聞
と
し
て

利
用
し
た
場
合
、

ア
ゾ
ラ
の
年
間
窒
素
固
定
総
量
は
、

四
五

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
(
君
主
自
由
ro
ミ・
b
h
・
〔
日
〕
)
か
ら
八

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム

(
ω
5
m
r
〔
必
〕
)
、
さ
ら
に
は
一
二
一
ト
ン
(
利
ら
〔
9
〕
)
に
も
達
す
る
。

ア
ゾ
ラ
を
水
田
で
稲
と
同
時
に
育
成
す
る
場
合
(
稲
作
水
田
)
の
平
均
窒
素
固
定
率
は
、
最
低
0
・
四
か
ら
最
高
一
ニ
・
九
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
範
囲
に
あ
る
(
第
1
表
)
。
相
対
的
に
ア
ゾ
ラ
の
生
長
に
と
っ
て
好
適
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
裸
地
水
田
等
の
条
件
下
の
そ
れ
と

比
較
し
、
最
低
値
は
低
い
が
、
最
高
値
は
逆
に
高
い
。
但
し
、
稲
作
水
田
に
つ
い
て
の
最
高
値
を
含
め
て
、
高
い
平
均
窒
素
固
定
率
を

示
す
利
ら
〔
叩
〕
の
試
験
結
果
は
、

三
六
日
間
に
四
回
の
ア
ゾ
ラ
の
土
壌
へ
の
鋤
き
込
み
を
含
む
も
の
で
あ
る
。

第
1
表
の
フ
ァ
イ
ト
ト
ロ
ン
を
用
い
た
試
験
結
果
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、

ア
ゾ
ラ
の
生
長
は
気
温
に
敏
感
で
あ
る
。
ま
た
第
四
章

で
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
、
気
温
以
外
に
も
多
く
の
生
長
制
約
要
因
が
あ
り
、
標
準
的
な
ア
ゾ
ラ
の
平
均
窒
素
固
定
率
を
確
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
。
し
か
し
、
稲
作
水
田
に
つ
い
て
の
最
低
値
の
場
合
で
も
、

ア
ゾ
ラ
は
六

0
日
間
に
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
二
五
キ
ロ
グ
ラ
ム

の
窒
素
を
固
定
す
る
。
最
高
値
の
場
合
鋤
き
込
み
が
適
宜
行
な
わ
れ
る
と
す
る
と
六

0
日
間
で
、
実
に
二
一
二

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
窒
素
を

熱
帯
稲
作
に
お
け
る

7
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

七
九



多
く
の
試
験
結
果
は
、
収
量
の
絶
対
水
準
に
係
わ
り
な
く
、

0
・
七

t
一
・
三
ト
ン
の
ア
ゾ
ラ
に
よ
る
収
量
増
を
記
録
し
て
い
る
。

ア

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

八
O 

固
定
す
る
こ
と
に
な
り
、

」
れ
だ
け
の
窒
素
量
は
稲
の
窒
素
必
要
量
を
上
回
る
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
の
数
字
は
ア
ゾ
ラ
の
空
中
窒
素
固
定
能
が
極
め
て
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
瞭
に
示
し
て
い
る
。
事
実
、

ハロ〉

定
能
は
、
熱
帯
マ
メ
科
牧
草
の
そ
れ
と
比
肩
し
得
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

ア
ゾ
ラ
の
窒
素
固

(=ヰ

稲
収
量
へ
の
効
果

い
か
に
多
量
の
窒
素
を
空
中
か
ら
固
定
し
得
て
も
、
固
定
さ
れ
た
窒
素
が
土
壌
中
で
速
や
か
に
分
解
し
、
稲
に
よ
っ
て
吸
収
可
能
な

も
の
と
な
り
得
な
い
な
ら
ば
、
水
田
緑
肥
と
し
て
無
意
味
で
あ
る
。
水
田
土
壌
中
に
鋤
き
込
ま
れ
た
ア
ゾ
ラ
の
分
解
は
急
速
で
、

そ
の

窒
素
効
率
は
尿
素
あ
る
い
は
硫
安
の
そ
れ
と
比
肩
し
得
る
か
、
僅
か
に
そ
れ
よ
り
低
い
水
準
に
あ
る

(ω
古
$
〔
必
〕
、
当
忠
吉
田
r
o

ミ
-
b
N
・
〔
必
〕
)
。

過
去
に
報
告
さ
れ
た
ア
ゾ
ラ
収
量
試
験
の
結
果
を
趨
め
た
第
2
表
に
よ
り
、

そ
の
点
を
確
認
し
よ
う
。

無
窒
素
区
と
ア
ゾ
ラ
区
の
収
量
差
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り

0
・
四
ト
ン
か
ら
一
・
五
ト
ン
の
聞
に
分
布
し
て
い
る
。
面
白
い
こ
と
に
、

ゾ
ラ
区
と
化
学
肥
料
区
の
収
量
水
準
を
比
較
す
れ
ば

ア
ゾ
ラ
施
用
の
収
量
増
大
効
果
、
が
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
三

0
1
八
0
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
無
機
質
窒
素
肥
料
投
入
の
そ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。

ま
た
同
表
は
、

ア
ゾ
ラ
の
水
田
土
壌
へ
の
鋤
き
込
み
が

収
量
に
正
の
効
果
を
持
つ
こ
と
、
鋤
込
回
数
は
多
い
ほ
ど
収
量
増
に
つ
な
が
る
こ
と
等
を
示
唆
し
て
い
る
。

ア
ゾ
ラ
が
水
田
に
あ
る
期

聞
が
長
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
多
く
の
窒
素
が
蓄
積
さ
れ
、
土
壌
中
に
鋤
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ア
ゾ
ラ
が
土
壌
中
で
分
解
さ
れ

固
定
さ
れ
た
窒
素
が
稲
に
よ
り
吸
収
さ
れ
易
く
な
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
、

ア
ゾ
ラ
の
水
田
緑
肥
と
し
て
の
生
物
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
空
中
窒
素
固
定
能
は
高
く
、
緑
肥
と



試験地・試験年

第2表アゾラの稲作収量への効果

稲(籾)収量 (mtパ1a)

無窒素区|化学肥料区1)I 7 ゾ ラ 区2)

アゾラtこよ
る収量増
(mt/ha) 

出 所

中国:新江川1・1964年

南部州・ 1975年
漸江州・ 1980年

ベトナム:1958-67年乎均

イソド:オリ yサ少1'1
1976年(カリフ期〕
lヲ77年(ラピ期〕

タイ:1977年

US A : 1968年

フイりピγ:国際稲研・ 1979-四年
アジ 74ヵ園町:1979-80年平均
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熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

入

し
て
無
機
質
窒
素
肥
料
を
完
全
に
、

あ
る
い
は
部
分
的
に
代
替
す
る
こ
と
が
、
少
な
く
と
も
生
物
学
的
に
は
、
可
能
で
あ
る
。

注
(
B
)
k
H
-
h
h円程
~
-
K
L
2
(主
要
分
布
地
、
南
米
南
部
、
北
米
西
部
)
、
与
・

2
3
~
3
E、E
(北
米
東
部
、
中
米
)
、
〉
・

2
戸時

hE諸
島
(
南
米
北
部
、

北
米
西
部
)
、
与
・
芸
九
2
6』ミ
qhhR(熱
帯
・
亜
熱
帯
ア
メ
リ
カ
)
、
九
戸
な
さ
"
と
記
(
熱
帯
・
亜
熱
帯
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
海
岸
部
)
、
み
・

3rbs

(
ナ
イ
ル
上
部
、
ス

1
ダ
ン
、
中
央
ア
フ
リ
カ
)
の
六
種
(
渡
辺
〔
日
〕
、
四
五
六
頁
)
。
ァ
ゾ
ラ
の
分
類
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
回

2
E口問

〔
山
川
〕
、
三
四
六

t
三
四
七
頁
c

(
9
〉
ア
ゾ
ラ
は
我
が
国
に
も
分
布
し
、
ア
カ
ウ
キ

F

サ
(
み
・
民
話
守

h
E
E
u
西
南
暖
地
に
分
布
)
と
オ
オ
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
(
入
山
・
{
昔
、
。
色
町
民

u
中

部
地
区
に
分
布
)
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は

k
p
Y
E
a
hヘ
後

者

は

み

・

冶
N

円刊に

2
b
h
に
近
い
か
同
種
の
も
の
で
あ
ろ
う
(
渡
辺

〔
日
〕
、
四
五
五
頁
)
。
藤
原
ら
〔
5
〕
は
静
岡
県
の
一
篤
農
家
が
ア
カ
ウ
キ
F
サ
を
緑
肥
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
お
り
、
ま
た
辻

村
ら
〔
ロ
〕
も
緑
肥
利
用
の
観
点
か
ら
ア
ゾ
ラ
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
し
か
し
我
が
国
に
お
い
て
は
、
ア
ゾ
ラ
は
一
般
に
水
田
雑
草
と
し
て
取

り
扱
か
わ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
(
安
部
ら
〔
l
〕
、
松
本
ら
〔
6
〕
、
沼
田
・
吉
沢
〔
7
〕)。

(
叩
)
ア
ゾ
ラ
川
一
7
γ

藻
共
生
系
の
空
中
窒
素
固
定
機
構
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
冨

8
5
〔小山〕。

(
日
)
〉

-
M
5
5ミ
E

の
場
合
。
巴
口
問

r
〔
心
〕
。

(
ロ
)
マ
メ
科
牧
草
の
空
中
窒
系
固
定
能
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば

Z
E
g
g
〔
臼
〕
。

農
家
制
用
技
術
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ

|
|
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
商
コ
タ
パ
ト
州
の
事
例
|
|

既
述
の
様
に
ア
ゾ
ラ
は
ア
ジ
ア
の
一
部
で
は
古
く
か
ら
緑
肥
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、

そ
れ
は
稲
作

農
家
に
と
っ
て
全
く
新
奇
な
も
の
で
あ
る
。

一
九
七
九
年
に
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
南
コ
タ
パ
ト
州
の
稲
作
地
帯
で
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
省
と

国
際
稲
研
究
所
が
「
ア
ゾ
ラ
応
用
試
行
研
究
」
と
い
う
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
着
手
す
る
以
前
に
、

(
M
U
)
 

ラ
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
者
は
皆
無
に
近
い
。

こ
の
国
の
稲
作
農
家
で
ア
ゾ



た
。
こ
れ
に
参
加
し
た
農
民
達
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
村
に
持
ち
帰
ら
れ
た
り
、
普
及
員
に
よ
っ
て
配
布
さ
れ
た
り
し
っ
て

ア
ゾ
ラ

一
九
七
九
年
に
こ
の
共
同
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
者
達
は
、
南
コ
タ
パ
ト
州
の
水
団
地
帯
に
バ
ン
コ
ク
系
統
の

ト
宣
言

aa

を
導
入
し
、
こ
の
地
域
で
ア
ゾ
ラ
の
繁
殖
が
極
め
て
良
好
で
あ
る
の
を
発
見
し
た
。

ア
ゾ
ラ
の
稲
作
収
量
試
験
展
示
圃
が
こ
の
水
団
地

帯
に
幾
っ
か
設
け
ら
れ
、
収
穫
日
に
は
近
在
の
農
民
達
が
改
良
普
及
員
を
通
じ
て
展
示
聞
に
招
待
さ
れ
、

ア
ゾ
ラ
の
効
果
が
喧
伝
さ
れ

達は
し〈こ
た日の
。地

域

帯
の
水
田

各

速

広
ま
り

一
九
八
一
年
の
第
二
期
作
作
付
時
に
は
、

そ
の
普
及
面
積
は
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
に

実
際
に
農
家
の
圃
場
で
用
い
ら
れ
た
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
と
し
て
の
能
力
を
知
る
た
め
、

査
を
実
施
し
問
。
ア
ゾ
ラ
導
入
前
後
で
の
稲
収
量
・
生
産
投
入
財
の
変
化
等
々
に
関
す
る
質
問
を
含
ん
だ
質
問
表
を
用
い
つ
つ
、
三
二

戸
の
稲
作
農
家
に
面
接
調
査
が
な
さ
れ
~
。
調
査
地
域
、
調
査
農
家
に
つ
い
て
の
幾
つ
か
の
基
本
的
情
報
が
第
3
表
に
纏
め
ら
れ
て
い

一
九
八
二
年
七
月
こ
の
地
域
で
簡
単
な
農
村
調

る
調
査
地
域
は
か
つ
て
政
府
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
植
民
計
画
の
対
象
地
で
あ
っ
て
、

そ
の
計
画
の
下
で
入
植
者
は
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
場
を

与
え
ら
れ
た
。
こ
の
地
域
全
体
で
見
れ
ば
入
植
者
の
出
身
地
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
相
対
的
に
人
口
調
密
な
地
域
総
て
が
含
ま
れ
る
が

調
査
対
象
二
村
の
場
合
、
殆
ど
の
農
家
は
一
九
四

O
な
い
し
五

0
年
代
に
イ
ロ
イ
ロ
州
か
ら
移
住
し
て
き
た
人
々
、

あ
る
い
は
そ
の
子

供
の
世
代
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
調
査
農
家
の
過
半
は
自
作
農
な
い
し
自
小
作
農
で
あ
り
、

そ
の
経
営
規
模
(
平
均
一
ニ
・
二
へ
ク
タ
l

ル
)
も
、
中
部
ル
ソ
ン
や
南
タ
ガ
ロ
グ
等
の
相
対
的
に
古
く
か
ら
発
展
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
米
ど
こ
ろ
の
稲
作
農
家
の
そ
れ
と
較
べ
て

か
な
り
大
き
い
。

調
査
対
象
村
の
水
田
は
両
村
と
も
濯
概
設
備
を
持
ち
、

一
年
に
ニ
作
水
稲
が
作
付
け
ら
れ
る
。
第
一
期
作
は
六
月
か
ら
一

O
月
、
第

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
7
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

八



南コタパトナHの調査地・調査農家の概要

調査農家総数

調査村落?ンタンガン町カプリン村

バンガ町第9村

土地保有形態:自作農

自小作農

小作農

経営規模 5ha以上

3 -5ha 

1 -3ha 

1 ha未満

(平均経営規模〕

32戸(l∞〉日

28 (88) 

4 (12) 

13 (41) 

5 (16) 

14 (43) 

8 (25) 

5 (16) 

16 (50) 

3 (9) 

3.2ha 

第3表

マラヤ共同i蓮淑シ
λ テム

町カやγ 

|国家糊局州
管理マノレベノレ・シ

1 テム

タソタンプザン町

濯1銃シλ テム

サンディ・ローム

5. 7 

Pレイ・ローム

7. 2 

土壌特性2) : 

土壊タイプ

pH 

燐酸肥沃度

有効リ γ(OlsenP) (mg/土壌 1kg) 

燐酸吸収係数 (P20Srng/土援i∞g)
41 

690 

57 

1，175 

注. 1) C )内の数字は構成比 C%).
2) 土壌標本検査結果.

八
四

二
期
作
は
一
一
月
か
ら
翌
年
四
月
を
標
準
的

作
期
と
す
る
。
次
章
で
詳
述
さ
れ
る
よ
う
に
、

調
査
地
の
土
壌
条
件
は
ア
ゾ
ラ
の
生
育
に
好

適
な
も
の
で
あ
る
。
あ
る
水
回
に
ア
ゾ
ラ
が

接
種
さ
れ
た
り
、
濯
概
水
流
に
乗
っ
て
侵
入

し
た
り
す
る
と

そ
れ
は
急
速
に
繁
殖
し
、

五

t
七
日
の
短
期
間
に
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
圃

場
を
覆
い
つ
く
す
。
こ
の
様
に
一
へ
ク
タ

i

ル
の
水
田
を
覆
っ
た
ア
ゾ
ラ
は
一
回
分
で
約

一
0
ト
ン
の
新
鮮
重
を
持
ち
、

こ
れ
を
土
壌

鉦

し

回
目
と
同
様ア
にゾ
増ラ
殖は
を新
始た
め(な
る日接
。種

中
に
鋤
き
込
む
と
、

農
家
ア
ゾ
ラ
利
用
の
実
際

調
査
対
象
二
村
は
南
コ
タ
パ
ト
州
の
ア
ゾ

ラ
利
用
水
田
地
帯
の
周
辺
に
位
置
し
て
お
り
、

ア
ゾ
ラ
の
導
入
は
一
九
八
一
年
初
頭
で
、
中



に
当
た
る
こ
七
戸
が

こ
の
よ
う
に
し
て
一
九
八
一
年
第
二
期
作
に
ア
ゾ
ラ
を
利
用
し
た
。
利
用
農
家
の
平
均
で
、

そ
の
接
種
面
積
は

心
部
に
較
べ
て
多
少
遅
れ
た
。

が
そ
れ
に
追
随
し
た
〈
第
4
表
)
。
南
コ
タ
パ
ト
の
ア
ゾ
ラ
利
用
水
田
地
帯
の
他
の
村
々
と
同
様
、

養
魚
用
あ
る
い
は
養
家
鴨
用
の
池
が
散
在
し
、
通
年
水
を
絶
や
さ
に
円
。
カ
プ
リ
ン
村
の
場
合
、

一
部
の
稲
作
農
家
が
一
九
八
一
年
第
一
期
作
に
ア
ゾ
ラ
を
利
用
し
、
同
年
第
二
期
作
に
は
多
く
の
農
家

調
査
村
に
も
水
田
園
場
の
間
に
、

一
農
家
が
先
述
し
た
ア
ゾ
ラ
展
示
園

そ
こ
を
ア
ゾ
ラ
培
養
地
と
し
た
。
村
の
ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
は
こ
の
池
よ

(

却

)

り
ア
ゾ
ラ
を
採
り
、
自
分
達
の
池
に
運
ん
で
培
養
地
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
直
接
彼
ら
の
水
田
に
接
種
し
た
。
全
調
査
農
家
の
八

C
%

か
ら
、
新
鮮
重
で
約
三
ト
ン
の
ア
ゾ
ラ
を
自
分
の
池
に
運
び
、

平
均
経
営
規
模
の
丁
度
半
分
、

一
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

水
田
へ
の
ア
ゾ
ラ
接
種
の
主
要
な
方
法
は
投
げ
込
み
で
あ
る
。

一
九
八
一
年
第
二
期
作
に
ア
ゾ
ラ
を
利
用
し
た
農
家
(
二
七
戸
)
の

八
割
合
一
一
三
戸
)
が
こ
の
方
法
に
よ
り
ア
ゾ
ラ
を
水
田
に
接
種
し
、

そ
の
う
ち
の
さ
ら
に
八
割
(
二

O
戸
)
は
接
種
回
数
一
回
で
あ
る
。

投
げ
込
み
に
よ
る
ア
ゾ
ラ
接
種
量
は
新
鮮
重
で
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
ま
で
区
々
で
あ
る

(
れ
)

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
三
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
投
げ
込
み
の
際
の
新
鮮
な
ア
ゾ
ラ
の
運

が
、
投
げ
込
み
に
よ
る
農
家
の
平
均
で
、

搬
に
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ザ
ル
、
化
学
肥
料
の
空
袋
等
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

二
七
戸
の
ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
の
う
ち
一
戸
は
、
濯
班
水
流
に
よ
り
圏
場
へ
浮
流
侵
入
し
自
生
し
た
ア
ゾ
ラ
を
利
用
し
て
お
り
、
他
の

三
戸
は
、
前
期
作
(
一
九
八
一
年
第
一
期
作
)
以
来
園
場
に
残
留
し
て
い
た
ア
ゾ
ラ
を
利
用
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
こ
の
地

域
の
自
然
環
境
が
ア
ゾ
ラ
の
生
育
に
極
め
て
好
適
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
地
域
に
お
い
て
は
、

ア
ゾ
ラ
は
栽

培
上
の
特
殊
な
手
当
無
し
に
増
殖
し
、

ま
た
温
度
・
土
壌
湿
度
等
の
諸
条
件
は
、
二
つ
の
作
付
期
の
聞
の
休
閑
期
に
も
裸
地
水
田
の
状

態
下
で
ア
ゾ
ラ
の
生
存
を
可
能
に
す
る
。

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

八
五



第4表調査農家 (32戸〉のアゾラ利用

アゾラ利用農家:

1981年 2期作について

利用農家当り 7ゾラ接種面積

アゾラ培養地

接種方法:

接種時期:

接種回数:

接種量り(新鮮重， ha当り)

接種に要した労働量日 (ha当り)

水田土壌への釣込方法

鋤込回数2)

1981年 i期作

1981年 2期作

投込

前作期より残留

潜1銃水流により流入

耕起前

代掻前

田植後

l回

2回

3回

4周

4戸

27 

1. 6ha 

池(養魚・養家鴨用〉

23戸

3 

(27) 

12戸

3 

12 

(27) 

20戸

2 

(23) 

38kg 

2.8人時間

耕起・代掻による

4戸

5回 3

6回 2

7回 2

8回 2

9回 2

(15) 

(平均鋤込回数) 6回

注. 1) 投げ込みによってアゾラを接種した農家についての平均.

2) 7ゾラ接種後の耕起・代掻回数・田植え前にアゾラを接種した15戸につ

いて.
八
~ ノ、



ア
ゾ
ラ
を
利
用
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
追
加
労
働
投
入
は
極
め
て
少
な
い
。
投
げ
込
み
に
よ
っ
て
ア
ゾ
ラ
を
接
種
し
た
農
家
の

平
均
で

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
僅
か
ニ
・
八
時
間
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
四
戸
の
ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
に
つ
い
て
は
、
追
加
労
働
投
入
は

全
く
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。

ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
二
七
戸
中
一
五
一
戸
は
田
植
え
以
前
に
ア
ゾ
ラ
を
水
田
に
接
種
し
、
残
り
一
一
一
一
戸
は
田
植
え
後
に
接
種
し
た
。
こ
の

水
団
地
帯
で
は
回
転
式
(
中
耕
)
除
草
器
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
田
植
え
後
に
ア
ゾ
ラ
を
接
種
し
た
農
家
の
場
合
、

手
除
草

時
の
足
に
よ
る
踏
み
込
み
を
除
い
て

ア
ゾ
ラ
の
水
田
土
壌
へ
の
組
織
的
鋤
き
込
み
は
な
さ
れ
な
い
。
田
植
え
前
に
接
種
さ
れ
た
場
合
、

土
壌
へ
の
鋤
き
込
み
は
通
常
の
耕
起
・
整
地
作
業
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。

ア
ゾ
ラ
の
導
入
前
後
で
、
稲
作
の
た
め
の
土
地
準
備
の
方
法

に
基
本
的
変
化
は
生
じ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

か
な
り
の
農
家
は
圃
場
で
ア
ゾ
ラ
が
充
分
に
生
育
す
る
時
間
を
与
え
る
た
め
、
耕
起
・

整
地
に
お
け
る
個
々
の
作
業
の
間
隔
を
意
図
的
に
延
伸
し
て
い
る
。

こ
の
稲
作
地
帯
に
お
け
る
通
常
の
耕
起
・
整
地
作
業
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
耕
起
こ
回
、
う
ち
初
回
は
耕
転
機
、
二

回
目
は
カ
ラ
パ
オ
(
水
牛
)
に
よ
る
。
次
い
で
約
一
週
間
の
間
隔
を
置
い
て
、
普
通
の
ハ
ロ
ー
を
用
い
て
二

t
三
回
の
整
地
、
そ
し
て

(

泣

〉

そ
の
聞
に
カ
ラ
パ
オ
に
引
か
せ
る
木
製
の
ロ
ー
ラ
ー
を
使
っ
て
浅
い
整
地
を
一

I
二
回
行
な
う
。
最
後
の
浅
い
整
地
作
業
を
追
っ
て
地

均
し
が
行
な
わ
れ
、
直
ち
に
田
植
え
作
業
が
つ
づ
く
。

ア
ゾ
ラ
導
入
後
も
こ
れ
ら
作
業
の
継
起
に
変
化
は
無
い
が
、
個
々
の
作
業
間
隔

が
ア
ゾ
ラ
の
生
育
状
況
に
応
じ
て
数
日
間
な
い
し
数
週
間
延
伸
さ
れ
た
(
第
一
図
)
。

農
家
は
一
作
業
を
終
わ
っ
て
次
の
作
業
に
移
る

際
、
出
来
る
限
り
園
場
が
ア
ゾ
ラ
で
覆
わ
れ
る
の
を
待
っ
た
。

ア
ゾ
ラ
接
種
後
の
耕
起
・
整
地
作
業
を
そ
れ
ぞ
れ
一
回
の
鋤
き
込
み
と

数
え
る
と
、
田
植
え
前
に
ア
ゾ
ラ
を
接
種
し
た
農
家
一
五
戸
の
平
均
で
、
六
回
の
ア
ゾ
ラ
の
水
田
土
壌
へ
の
鋤
き
込
み
が
な
さ
れ
て
い

る
(
前
出
第
4
表〉。

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

八
七



第 l図 アゾラ接種と水田土壌への鋤き込みの標準的
方法(南コタバト州， 1981年第2期作〉

11月第1.;担一一一ーー ョ ーーアゾラJ長樋(投込み)

3日 1

3II 1"1耕起(桃ti機)

5 [1 ，1 

~i 2回緋起(カラパオ)

15日

2iHI111 .1!1宅J也

3日|
第211d終J也(ローラー)

3日|
第3凶繋I也

3日|
第4回整地(ローラー)

1日 i
12月第 1)盟…ーー一一一一一一ー-J也均し・囚楠

〈
M
A
)

地
域
の
農
家
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
約
四
・
五
ト
ン
の
収
量
を
得
て
い
る
。

八
八

同

ア
ゾ
ラ
導
入
と
水
稲
収
量
・
生
産
要
素

投
入
の
変
化

一
九
八

O
、
八
一
年
の
四
作
に
つ
い
て
、

ア

ゾ
ラ
利
用
区
・
未
利
用
区
別
に
調
査
農
家
の
へ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
水
稲
収
量
を
纏
め
た
も
の
が

第
5
表
で
あ
る
。

一
部
の
圃
場
が
ト
ゥ
ン
グ
ロ

病
に
侵
さ
れ
低
収
量
を
記
録
し
た
ア
ゾ
ラ
未
利

用
区
一
九
八
一
年
二
期
作
を
除
い
て
、

ヘ
ク
タ

ー
ル
当
た
り
水
稲
平
均
収
量
は
、
各
作
期
間
、

ア
ゾ
ラ
利
用
・
未
利
用
区
間
で
、
統
計
的
に
有

意
な
差
を
一
不
さ
な
い
。
作
期
、

ア
ゾ
ラ
利
用
の

有
無
に
係
わ
ら
ず
、
通
常
作
期
に
お
い
て
調
査

こ
れ
と
対
照
的
に
、
幾
つ
か
の
要
素
の
投
入
水
準
お
よ
び
費
用
水
準
は
ア
ゾ
ラ
利
用
の
有
無
に
よ
っ
て
有
意
に
異
な
る
(
第
6
表)。

こ
の
差
は
特
に
ア
ゾ
ラ
鋤
込
区
と
ア
ゾ
ラ
未
利
用
区
を
比
較
し
た
場
合
に
著
し
い
。

最
も
重
要
な
差
は
、

未
利
用
区
の
比
較
で
、

予
期
さ
れ
る
通
り
、
無
機
質
窒
素
投
入
水
準
と
肥
料
費
用
水
準
に
現
わ
れ
て
い
る
。

ア
ゾ
ラ
鋤
込
区
と
ア
ゾ
ラ

ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
は
平
均
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上
無
機
質
窒
素
投
入
量
を
削
減
し
て
お
り
、



調査農家の水稲収量 (1980，1981年〉

水稲収量 (ha当たり〉
観察数

収(量~) I標(準m偏t)差 1:変動係数
mt) ! (mt) (%) 

アゾラ未利用区

1980年 l期作 26 4.50 a 1. 06 24 

2期{乍 27 4.29 a 1. 23 29 

1981年 l期作 31 4.20a 1.14 27 

2期作 18 3.47b 1. 16 33 

アゾラ利用区

1981年 l期作(鋤込区)') 2 5.92 a 1. 56 26 

2期作〈無鋤込区)2) 12 4.54 a 1. 42 31 

2期作(鋤込区〉り 15 4.59a 1. 17 26 

第5表

注. 1) 耕起・代掻きにより，アゾラが水田土壌に鋤き込まれた水田

2) 田植え後に7ゾラが接種され，土壌への主要な鋤き込みを伴わなかった

水田.

3) 同ーのアルファベットが表示された収量間では，統計的に有意な差無

し.

ハ
お
〉

こ
れ
が
肥
料
費
の
約
一
四

O
ベ
ソ
の
節
約
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

九
八
一
年
第
二
期
作
に
ア
ゾ
ラ
を
鋤
き
込
ん
だ
調
査
農
家
一
五
戸
の

う
ち
二
戸
は

一
部
経
営
地
に
全
く
化
学
肥
料
を
施
さ
ず
、

ヘ
ク
タ

ー
ル
当
た
り
五
・
玉
ト
ン
と
い
う
高
収
量
を
得
て
い
る
。
彼
ら
は

南
コ
タ
パ
ト
州
の
ア
ゾ
ラ
利
用
稲
作
農
家
全
体
の
中
で
、
決
し
て
例

外
的
な
存
在
で
は
な
い
。
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
化
学
肥
料
投
入

量
の
減
少
は
、
肥
料
散
布
に
要
す
る
労
働
投
入
の
有
意
な
減
少
を
伴

っ
て
い
る
。
こ
の
肥
料
散
布
労
働
投
入
の
減
少
は

ア
ゾ
ラ
利
用
の

た
め
追
加
的
に
必
要
と
さ
れ
る
労
働
投
入
と
ほ
ぼ
見
合
っ
て
い
る
。

総
て
の
ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
は
、

ア
ゾ
ラ
利
用
の
長
所
と
し
て
、
無

ア
ゾ
ラ
に
雑
草
抑
制
作
用
が
あ
る
こ

機
質
窒
素
の
節
約
に
加
え
て
、

と
を
報
告
し
て
い
け
旬
。
そ
の
効
果
は
ア
ゾ
ラ
鋤
込
区
の
除
草
労
働
投

入
お
よ
び
除
草
剤
費
用
、
が
ア
ゾ
ラ
未
利
用
区
よ
り
も
有
意
に
低
い
と

い
う
点
に
現
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
ア
ゾ
ラ
利
用
に
関
連
し
た
費
用
低
減
は

ア
ゾ
ラ
無
鋤
込

区
に
つ
い
て
は
全
く
観
察
さ
れ
な
い
。
水
稲
収
量
の
面
に
お
け
る
と

同
様
、
要
素
投
入
水
準
に
お
い
て
も
、

ア
ゾ
ラ
無
鋤
込
区
は
ア
ゾ
ラ

八

九



アゾラ利用と ha当たり要素投入および費用の変化

(水稲2期作について)口

1981年 2期{乍 2期作

未ア(利ゾ3用〕区ラ (1)ー(3)|!1(2〕ー(3*1)ー(2)鋤込区無鋤込区
(1) I (2) 

観察数 15 12 26 

経常財投入:

N (kg) 24.0 35. 7 42. 5 -18.5*料 -6.8 -11. 7* 

P Ckg) 6. 6 14.3 11. 7 -5.1料 2.6 -7.7* 

K Ckg) 3.1 7. 8 7.2 -4.1* O. 6 -4.7* 

肥料費計 (ペソ〉 225 348 362 -137*料 -14 -123料

除草剤費 (ペソ) 56 75 81 - 25* - 6 - 19料

農薬費言十 (ぺ:;) 359 421 390 - 31 31 - 62 

経常財費計3) (ぺ:;) 713 918 : 887 -174材 31 -205* 

資本用役費用計り 〔ペソ〕 726 787 727 60 - 61 

労働投入:

除草 ，(人時間) 45 65 78 - 33料 -13 - 20* 

肥料散布 I (人時間) 5 5 7 2* - 2 O 

アゾラ接種 (人時間〉 3 3 O 3*** 3本** O 

労働投入計5) (人時間) 588 613 601 - 13 12 - 25 

労働費用計町 (ペソ)i 1，571 1，616 1，564 7 52 - 45 

第6表

注. 1) 費用は1981年価格で評価されている.市場価格で評価された自給投入財

費用を含む.

2) 料水，料， *を伴った差は，それぞれ 1%， 5 %， 10%の有意水準で統計

的に有意.

3) 種子，肥料，農薬の和.

4) 水牛， トラクター，脱穀機用役の言十.

5) 耕起から脱穀までの総ての作業を含む.

九
O 

全未
く手IJ
有用
意区
なと
差平
が均
無〈値
い包に
。お

て

以
上
見
た
よ
う
に

ア
守
ソ
-
フ

鋤
込
区
と
ア
ゾ
ラ
未
利
用
区
を

比
較
す
る
と
、
水
稲
収
量
水
準

に
は
差
が
無
く

無
機
質
窒
素

投
入
水
準
に
は
有
意
な
差
が
あ

る
。
と
こ
ろ
が

ア
ゾ
ラ
鋤
込

区
内
部
の
変
動
を
鋤
込
回
数
と

の
関
連
で
見
る
と
、
こ
の
関
係

が
逆
転
す
る
(
第
7
表
)
。
へ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
水
稲
収
量
は
、

鋤
込
回
数
が
多
け
れ
ば
多
い
程

有
意
に
高
く

逆
に
無
機
質
窒

素
投
入
水
準
は
、
各
鋤
込
回
数

階
層
間
で
有
意
に
異
な
ら
な
い
。

こ
れ
は
前
掲
第
2
表
で
見
た
既



アゾラの水田土壌への鋤き込みと水稲収量の関係(1981年 2期作〕り

無機質窒素 差2)

鋤込回数 肥料投入

4-5回 I6-7回 I8-9回(mtjha) Ckgjha) 

4-5回 7 3. 60 29.3 1. 32 t **ホi2.40 t *** 
(0. 75) (17.4) 

6-7回 4 4.92 18.0 一1.08 t **本
(0.17) ( 7. 3) 

8-9回 4 6.00 20.8 
-I 2.8kg 

(0. 39) (21. 7) 

計/平均 15 4.5ヲ 24.0 
( 1. 17) (16.4) 

第7表

注. 1) ( )内の数字は標準偏差.

2) 上段水稲収量の級間差(t)，下段窒素肥料投入の級間差(kg) 有意水準

については前表に同じ.

往
の
収
量
試
験
結
果
と
整
合
的
で
、

ア
ゾ
ラ
の
水
田
土
壌
へ
の
鋤
き
込
み
が
、

よ

り
多
く
の
窒
素
固
定
を
可
能
に
し
、
固
定
さ
れ
た
窒
素
を
稲
に
吸
収
さ
れ
易
く
し
、

結
果
と
し
て
収
量
増
大
を
も
た
ら
す
上
で
不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
。

(三)

緑
肥
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
の
効
果
|
|
肥
料
反
応
関
数
の
推
定
|
|
一
方
で
水
稲

前
節
に
お
け
る
調
査
資
料
の
分
析
は
、
ア
ゾ
ラ
の
利
用
に
よ
り
、

収
量
を
以
前
と
同
様
の
水
準
に
維
持
し
つ
つ
、
無
機
質
窒
素
肥
料
を
削
減
し
得
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
主
た
ア
ゾ
ラ
の
水
田
土
壌
へ
の
鋤
き
込
み
が
水
稲
収
量

と
正
の
相
聞
を
持
っ
て
い
る
こ
ど
も
示
唆
さ
れ
た
。
し
か
し

こ
れ
ら
の
結
果
は
、

生
物
学
的
試
験
と
は
異
な
り
、
要
因
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
農
家
調
査

資
料
を
用
い
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

農
家
の
収
量
水
準
は

無
機
質
窒
素
あ

る
い
は
ア
ゾ
ラ
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
た
有
機
質
窒
素
投
入
水
準
だ
け
で
は
な
く

他
の
多
く
の
要
因
に
依
存
し
て
い
る
。
本
節
で
は
、
肥
料
反
応
関
数
を
推
定
す
る

こ
と
に
よ
り
、
緑
肥
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
の
効
果
を
統
計
的
に
確
認
し
よ
う
。

も
し
ア
ゾ
ラ
が
事
実
稲
に
有
機
質
肥
料
を
供
給
す
る
緑
肥
で
あ
る
な
ら
、

そ
の

効
果
は
第
二
図
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
図
に
お
い
て
、

Y
と
N
は
そ
れ

九
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第2図 アゾラによる有機質窒素供給の肥料反.応関数への効果
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も
し
ア
ゾ
ラ
が
一
定
量
の
有
機
質
窒
素
を
稲
に
供
給
す
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
水
田
へ
の
施
用
は
、

ア
ゾ
ラ
未
利
用
時
の
肥
料
反
応
関
数

ぞ
れ
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
水
稲
収
量
と
無
機
質
窒
素
投
入
水
準
で
あ
る
。
窒
素
以
外
の
他
の
投
入
要
素
は
一
定
の
水
準
に
コ
ン
ト
ロ

l

ル
さ
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
。
図
の
パ
ネ
ル

a
は、

肥
料
反
応
関
数
の
形
状
と
し
て
、
通
常
用
い
ら
れ
る
二
次
式
を
仮
定
し
て
い
る
。

(JFじ
を
左
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
左
方
シ
フ
ト
は
、

吋

E
の
最
大
値
を
変
更
さ
せ
ぬ
よ
う
な
平
行
移
動
で
あ
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
ア
ゾ
ラ
利
用
前
と
後
の
肥
料
反
応
関
数
を
推
定
す
る
こ
と
に
よ
り
統
許
的
に
検
定
し
得
る
。
も
し
平
行
移
動
で

あ
れ
ば
、
無
機
質
肥
料
を
代
替
し
た
、

あ
る
い
は
そ
れ
に
追
加
さ
れ
た
有
機
質
肥
料
の
量

(
h
Z
)

は
推
定
さ
れ
た
パ
ラ
メ
ー
タ
よ
り

容
易
に
算
定
さ
れ
る
。

農
家
は
、
最
大
収
量
が
得
ら
れ
る
窒
素
投
入
水
準
よ
り
は
る
か
に
低
い
水
準
で
現
実
の
無
機
質
窒
素
投
入
を
行
な
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
肥
料
反
応
関
数
は
、

一
次
式
に
よ
っ
て
最
も
よ
く
近
似
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
(
パ
ネ
ル
b
y
こ

の
場
合
に
も
、
二
次
式
の
場
合
と
同
様
に
し
て

ア
ゾ
ラ
利
用
に
よ
る
関
数
の
シ
フ
ト
を
統
許
的
に
検
定
し

ア
ゾ
ラ
に
よ
る
窒
素
供

給
量
を
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

肥
料
反
応
関
数
の
推
定
結
果
は
第
8
表
に
纏
め
ら
れ
て
い
持
。
回
帰
式

I
は
、
昨
を
除
い
て
他
の
総
て
の
変
数
の
係
数
が
有
意
に
零

と
異
な
っ
て
お
り
、

ア
ゾ
ラ
未
利
用
時
の
肥
料
反
応
関
数
は
線
型
で
、

そ
れ
が
ア
ゾ
ラ
の
利
用
に
よ
り
、
関
数
の
形
状
変
化
を
伴
い
つ

っ
、
左
方
に
シ
フ
ト
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
こ
の
関
係
は
、
無
機
質
窒
素
以
外
の
投
入
要
素
を
無
視
し
た

他
の
要
素
投
入
水
準
(

C

)

を
考
慮
す
る
と
(
回
帰
式
E
)、

(

I

)

を
除
い
て
、
総
て
の
変
数
の
係
数
が
有
意
で
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

こ
と
か
ら
生
じ
た
見
せ
か
け
の
も
の
で
あ
る
。

C
と
ア
ゾ
ラ
鋤
込
回
数

N
に
つ
い
て
線
型
の
回
帰
式
E
の
あ
て
は
め
は
F
統
計
量
を
大
き
く
改
善
す
る
。
同
一
の
関
数
型
を
ア
ゾ
ラ
無
鋤
込
区
を
除
き
ア
ゾ

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
7
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

九



肥料反応関数の推定1)第B表

13.0** 
(2. 16) 

135キ*
(2. 10) 

-1. 06 
(-0.46) 

q
u
 
R
U
 一一n
 
E 

9.32 
(0.62) 

0.1:2 
(0. 17) 

195 
(0. 69) 

151** 
(1. 77) 

-5.47 
( -0.72) 

0.101 
(0. 70) 

1. 03本**
(5.21) 

E
 

181 
(0.65) 

122*ネ
(1. 90) 

-1. 33 
(-0.57) 

49. 1 *** ! 
(3.01)') 

0.153 
(-0.75) 

676本不本
(2.03) 

346*** 
(3.61) 

-30.2料*
(-4.05) 

O. 563*** 
(3.90) 

N 

:N' 

N.I 

D 

N'.I 

1. 09ネホ*
(6.78) 

つ
υ
Q
u
n
u

ηω
し
ハ
J4

円
U

1. 14本**
(7.21) 

546 

0.6ヲ9

21. 8 

838 

0.712 

15.ヲ

2，738 

0.539 

B. 96 

C 

片

2

値

切

E

F

推定式の一般型は次の通り.

y=目。+roD+ro'I十(a'+r，I)N+(日，+r，I)N'+日3C+U
ここで y=水稲収量 (kgjha)，N=無機質窒素肥料投入 (kgjha)，
c=購入肥料費および地代を除く稲作生産費(支払いおよび帰属〕合計
(ベソ/ha)，D = 7ゾラ利用区ダミー I=7ゾラの水田土壌への鋤込回
数 u=撹乱項， 的および7;=推定されるべきバラメータ.
2) アゾラ未利用区 7ゾラ利用無鈎込区， アゾラ利用鋤込区の総てについ

てのデータをプール.

3) アゾラ未利用区と 7ゾラ利用鋤込区についてのデータをプーノレ.

4) ( )内の数字は t値.

注. 1) 

九
四

ラ
未
利
用
区
と
ア
ゾ
ラ
鋤
込
区

の
み
を
プ
ー
ル
し
た
デ
l
タ
に

当
て
は
め
て
も
ほ
ぼ
同
様
の
結

果
が
得
ら
れ
る
(
回
帰
式
町
)
。

こ
れ
ら
の
推
定
結
果
か
ら
我

ア
ゾ
ラ
未
利
用
時
の
肥

々
は

料
反
応
関
数
は
線
型
で
良
く
近

似
さ
れ
、
ア
ゾ
ラ
の
施
用
は
そ

の
左
方
へ
の
平
行
移
動
を
結
果

し
た

と
い
う
判
断
を
得
る
。

回
帰
式

E
で
ア
ゾ
ラ
・
ダ
ミ
ー

は
零
と
有
意
に
異
な
ら
ず
、
鋤

き
込
み
を
伴
わ
な
い
ア
ゾ
ラ
の

水
面
散
布
は
有
意
な
水
稲
増
収

効
果
を
持
た
な
い
と
い
う
、
前

節
の
平
均
値
の
分
析
に
よ
る
結

論
を
支
持
し
て
い
る
。



ア
ゾ
ラ
が
、
稲
に
吸
収
可
能
な
形
で
供
給
し
た
有
機
質
窒
素
量

2
Z
)
は
、
回
帰
式
皿
よ
り
、

グ
ラ
ム
、

あ
る
い
は

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
総
量
四
八
キ
ロ

(

却

)

ア
ゾ
ラ
の
水
田
土
壌
へ
の
鋤
き
込
み
一
回
に
つ
き
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
推
定
さ
れ
る
。
ア
ゾ
ラ
鋤
込
区
と
ア
ゾ
ラ

未
利
用
区
の
比
較
で
、

ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
八
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
無
機
質
窒
素
肥
料
を
節
約
し
た
の
で
あ
る

が
(
前
出
第
6
表
)
、
彼
ら
は

ア
ゾ
ラ
導
入
以
前
に
投
入
し
て
い
た
四
二
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
全
部
を
節
約
し
た
と
し
て
も
、

な
お
か

つ
以
前
と
同
じ
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
水
準
の
水
稲
収
量
を
得
る
こ
と
が
出
来
た
と
推
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

ア
?
ゾ
ラ
の
こ
の
宜
同

い
窒
素
固
定
能
を
考
慮
す
れ
ば
、
調
査
地
域
の
多
く
の
農
家
が
、

ア
ゾ
ラ
の
み
を
用
い
つ
つ

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
五

t
六
ト
ン
と
い

う
高
い
水
稲
収
量
を
達
成
し
得
た
こ
と
は
異
と
す
る
に
あ
た
ら
な
い
。

(同

ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益

前
節
で
得
ら
れ
た
デ
l
タ
を
用
い
て
、
調
査
地
域
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
的
収
益
を
評
価
し
て
み
よ
う
。

二
種
類
の
異
な
っ
た
経
済
的
収
益
の
推
定
値
が
、
第
9
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
収
益
上
限
値
は
、

ア
ゾ
ラ
は
、
肥
料
反
応
関
数
よ
り

推
定
さ
れ
る
よ
う
に

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
五

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
有
機
質
窒
素
を
供
給
し
、
同
量
の
購
入
無
機
質
窒
素
肥
料
を
代
替
し

得
る
、

ま
た
、

ア
ゾ
ラ
利
用
に
伴
い
、
除
草
剤
、
除
草
労
働
、
肥
料
散
布
労
働
の
節
減
が
、
前
出
第
6
表
に
報
告
さ
れ
て
い
る
水
準
で

な
さ
れ
る
、

と
い
う
仮
定
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
て
い
る
。
収
益
下
限
値
は
、
農
家
に
よ
り
実
際
に
節
減
さ
れ
た
購
入
無
機
質
窒
素
肥

料

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
九
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

の
み
を
、

ア
ゾ
ラ
利
用
の
収
益
と
仮
定
し
て
い
る
。
水
田
へ
の
ア
ゾ
ラ
の
接
種
に
必
要

と
さ
れ
る
追
加
的
労
働
投
入
量
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
三
時
間
、

は
両
方
共
通
に
仮
定
さ
れ
る
。

一
九
八
一
年
価
格
で
評
価
し
、

ア
ゾ
ラ
利
用
の
収
益
推
定
上
限
値
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
三
七

O
ペ
ソ
、
下
限
値
の
場
合
で
も
、
約

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

九
五



南コタパトチト|調査地域におけるアゾラ利用による費用節約

(Iシーズ γ ・1ha当たり〕り

1 上 限
量|価額
1 〔ペソ)

1.無機質窒素肥料節約り 50kg I 275 
2. 除草剤節約 25 

3. 除草労働節約3) I 33人時間 63

4. 化学肥料投下労働節約3) I 7人時間 13

5. 7ゾラ接種労働迫力口町 I 3人時間 6

6. 純収益(純費用節約) 370 
( 1 + 2 )/経常財費用総額4)C%) I 34 

6/地代を除く生産費総額5) C%) I 12 

6/産出量価値額6) C%) 1 5 

注. 1) 上限，下限についての仮定は本文を見よ.価格は総て，調査地域におけ

る1981年第2期作時のもの.

2) 窒素価格=5.5ペソ /kgN. 

3) 賃金率=1.9ペソ/時間.

4) 第 6表より. 1980年2期作について.

5) 第 6表より.経常財，資本用役，労働の計.

6) 4.5tjhaの水稲収量と1.55ペソ !kgの米価に基づき算出.

F艮

!価額
(ペソ〉

105 

下

第9表

6

9

2

3

2

 

n
E
l
 

量

19k9 

3人時間 l

九
ノ、

一
O
O
ベ
ソ
の
費
用
節
約
が
保
証
さ
れ
る
。
特
に
注
目
す

べ
き
は
、

そ
の
経
常
財
費
用
節
約
へ
の
貢
献
の
大
き
さ
で
、

下
限
値
で
、

ア
ゾ
ラ
未
利
用
時
の
経
常
財
費
用
総
額
の
一

二
%
、
上
限
値
の
場
合
は
三
四
%
に
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、

ア
ゾ
ラ
の
導
入
は
、
然
ら
ざ
れ
ば
農
外
に
流
出
し
た
経
常

財
費
の
一
部
を
、
農
業
部
門
内
に
留
め

そ
こ
で
分
配
さ

る
べ
き
所
得
の
増
大
を
結
果
し
た
わ
け
で
あ
る
。
緑
肥
と

し
て
の
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
南
コ
タ
パ

いト
え州
よ(の

うむ水
。回

地
帯

お
し、

て

遺
憾
無
く
発
揮
さ
れ
た
と

注
(
ゆ
)
我
々
が
知
る
限
り
で
唯
一
の
例
外
は
、
パ
ン
パ
ソ
ガ

州
フ
ロ
り
ダ
.
フ
ラ
ン
カ
の
篤
農
ロ
レ
ソ
ゾ
・
ホ
セ
氏
で

あ
る
。
彼
は
一
九
七
九
年
以
前
に
与
・
』
ミ
ミ
ミ
ヘ
判
定
を
入

手
し
、
ア
ゾ
ラ
の
緑
胞
別
用
の
可
能
性
・
問
題
点
を
追

及
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
彼
の
手
か
ら
何
人
か
の
篤
農
の

手
に
ア
ゾ
ラ
が
渡
さ
れ
て
い
る
。
図
に
、
こ
の
ホ
セ
氏

は
連
続
植
連
続
収
穫
方
式
(
円

S
H
3
5号
、
SHhsh，

E
ミ
泣
き
E
h
b
ミ
B

足
気

3
h
q
a九
三
)
と
呼
ば
れ
る
土

地
利
用
効
率
を
最
大
限
に
高
め
る
稲
栽
培
方
式
を
考
案



創
始
し
た
人
で
あ
る
。
ま
た
、
ル
ソ
ン
島
北
部
山
岳
部
水
団
地
帯
は
気
温
冷
涼
で
ア
ゾ
ラ
の
成
育
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
ア
ジ
ア

学
院
三
浦
照
男
氏
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
稲
作
農
家
で

7
ゾ
ラ
を
水
田
に
鋤
き
込
ん
で
い
る
者
が
あ
る
と
い
う
。
但
し
、
積
極
的
に

そ
の
増
殖
を
試
み
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
と
の
こ
と
(
筆
者
ら
と
の
口
頭
情
報
交
換
に
よ
る
)
。

(
川
内
)
農
業
省
南
コ
タ
バ
ト
州
事
務
所
職
員
の
推
定
に
よ
る
。

(
日
)
こ
の
地
域
は
、
一
九
八
一
年
の
一
期
作
、
二
期
作
と
連
続
し
て
、
激
烈
な
ト
ウ
ソ
グ
ロ
病
の
被
害
を
受
け
、
そ
の
結
果
多
く
の
農
家
が
極
め

て
低
い
水
稲
収
量
(
し
ば
し
ば
収
量
ゼ
ロ
)
を
経
験
し
た
。
こ
の
ト
ゥ
ゾ
グ
ロ
病
に
よ
る
影
響
を
避
け
る
た
め
、
我
々
の
調
査
は
比
較
的
そ
の

被
害
が
軽
微
で
あ
ワ
た
ニ
つ
の
村
で
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
二
村
は
南
コ
タ
バ
ト
の

7
ゾ
ラ
利
用
地
域
の
周
辺
部
に
位
置
し
て
い
る
c

こ
こ
で

生
ず
る
一
つ
の
疑
問
は
、
急
速
な
ア
ゾ
ラ
の
普
及
と
ト
ゥ

γ
グ
ロ
病
の
発
生
に
因
果
関
係
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ア
グ
ロ
ノ

ミ
ス
ト
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
専
門
家
の
こ
れ
に
対
す
る
答
え
は
総
て
否
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(
凶
)
所
与
の
時
間
的
制
約
の
下
で
は
、
こ
の
地
域
の
ア
ゾ
一
フ
引
用
農
家
の
母
集
団
を
確
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
農
業
省
地
方
事
務
所

も
そ
の
資
料
は
押
さ
え
て
い
な
い
。
従
っ
て
正
確
な
意
味
で
標
本
農
家
の
無
作
為
抽
出
を
行
な

5
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
我
々
の
標

本
は
、
調
査
村
の
農
家
の
誰
で
も
面
接
可
能
な
者
に
対
し
無
作
為
に
調
査
を
実
施
し
た
、
と
い
う
意
味
で
無
作
為
抽
出
に
従
っ
て
い
る
。

(
げ
)
国
際
稲
研
究
所
南
コ
F
バ
ト
駐
在
研
究
員
、
同
地
改
良
普
及
員
の
観
察
測
定
に
よ
る
。
な
お
、
注
(
お
)
、
(
叩
)
を
参
照
の
こ
と
。

(
日
)
カ
プ
リ
ン
村
の
場
合
、
一
九
八
一
年
第
二
期
作
で
、
村
内
全
農
家
(
二

O
O
戸
弱
)
の
四
三
%
が
、
そ
の
水
田
の
全
部
あ
る
い
は
一
部
に
、

意
識
的
な
い
し
無
意
識
的
(
隣
接
圃
場
あ
る
い
は
濯
瓶
水
路
か
ら
の
侵
入
に
よ
る
)
に
ア
ゾ
ラ
を
利
用
し
た
。

(
円
)
こ
の
、
水
田
の
問
に
農
家
の
建
物
と
、
ァ
ゾ
ラ
を
満
々
と
湛
え
た
養
魚
池
が
散
在
す
る
光
景
が
、
王
禎
『
農
書
』
に
あ
る
「
傍
治
魚
叔
、
肥

漬
務
華
」
と
い
う
江
南
の
絞
景
と
近
似
牲
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

(
泊
)
こ
の
農
家
が
ア
ゾ
一
フ
展
示
固
か
ら
ア
ゾ
ラ
を
得
る
の
も
、
村
の
農
家
が
彼
の
ア
ゾ
ラ
培
養
地
か
ら
ア
ゾ
ラ
を
採
取
す
る
の
も
無
料
で
、
い
か

な
る
意
味
で
も
支
払
い
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
こ
の
地
域
で
は
ア
ゾ
ラ
は
、
そ
の
運
搬
を
別
に
し
て
、
完
全
な
自
由
財
で
あ
っ
た
。

(
引
い
)
こ
の
ア
ゾ
ラ
接
種
量
は
、
各
国
の
ア
ゾ
ラ
利
用
地
域
に
お
け
る
勧
告
接
種
量
水
準
に
比
し
著
し
く
少
な
い
。
水
田
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
勧
告

接
種
量
は
ベ
ト
ナ
ム
二
・
玉

t
五
ト
ン
(
吋
E
m
E
忠
弘
吋
『

5zu同
〔
必
〕
、
四

O
一
一
貝
)
、
イ
ン
ド
ニ

t
四
ト
ソ

(
(
U

何
回
同
円
〔
幻
〕
、
一
頁
)
、
中

国
コ
了
七
五
ト
ン
以
上
(
蘇
北
農
学
院
〔
日
〕
、
一
二
四
頁
)
と
い
う
水
準
に
あ
る
。

(
辺
)
こ
の
木
製
の
ロ
ー
ラ
ー
は
イ
ロ
ン
ゴ
で
パ
ゴ
ロ
ン

(
V
Gぇ
g
h
)
と
呼
ば
れ
る
が
、
『
脅
民
要
術
』
稲
作
の
条
で
「
用
陸
斡
施
十
遍
」
と
あ

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

九
七



熱
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る
陸
軸
、
ま
た
王
禎
『
農
書
』
の
農
器
図
譜
集
之
二
に
図
解
さ
れ
て
い
る
「
確
捧
」
の
類
と
全
く
同
一
物
で
あ
る
。
こ
の
種
の
ロ
ー
ラ
ー
が
整

地
作
業
に
用
い
ら
れ
る
の
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
主
要
稲
作
地
帯
で
あ
る
中
部
ル
ソ

γ
、
南
タ
ガ
ロ
グ
に
お
い
て
は
、
極
め
て
稀
で
、
我
々
の
知

る
限
り
イ
ロ
イ
ロ
川
周
辺
、
お
よ
び
そ
こ
か
ら
の
入
植
者
の
多
い
南
コ
タ
バ
ト
州
の
稲
作
地
帯
に
限
ら
れ
る
。

(
お
)
調
査
農
家
の
多
〈
は
、
耕
起
・
整
地
作
業
の
過
程
で
、
完
全
に
圃
場
を
覆
い
つ
く
し
て
い
る
ア
ゾ
ラ
を
何
度
も
土
壌
に
鈎
き
込
ん
だ
と
報
告

し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鋤
込
時
に
ア
ゾ
ラ
が
ど
の
程
度
の
厚
さ
で
閏
場
を
覆
っ
て
い
た
か
を
、
面
接
調
査
を
通
し
て
確
定
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
土
壌
中
に
鋤
ぎ
込
ま
れ
た
ア
ゾ
ラ
の
総
新
鮮
重
な
い
し
監
物
重
を
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
本
節
後
段
に
お
い
て

議
論
さ
れ
る
肥
料
反
応
関
数
の
推
定
結
果
か
ら
得
ら
れ
る
、
ア
ゾ
ラ
に
よ
る
窒
素
固
定
量
推
定
値
か
ら
判
断
す
る
と
、
平
均
的
に
い
っ
て
、
へ

F
F
l
ル
当
た
り
新
鮮
重
約
二
玉
ト

γ
の
ア
ゾ
ラ
が
土
壌
中
に
鋤
き
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
注
(

ω

)

を
参
照
さ
れ
た
い
。

(

μ

)

こ
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
平
均
四
・
五
ト
ン
と
い
う
水
稲
収
量
水
準
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
代
表
的
稲
作
地
帯
で
あ
る
中
部
ル
ソ
ソ
や
南
タ
ガ

ロ
グ
の
濯
瓶
条
件
の
良
い
地
域
の
水
準
に
比
肩
す
る
も
の
で
あ
る
。
特
に
こ
の
収
量
水
準
が
、
こ
れ
ら
の
地
域
と
較
ベ
て
三

O
t
四

O
%低
い

無
機
質
窒
素
投
入
水
準
の
下
で
実
現
さ
れ
て
い
る
(
第
6
表
)
と
い
う
事
実
は
、
南
コ
タ
バ
ト
川
水
田
地
帯
の
土
地
肥
沃
度
の
高
さ
を
示
唆
し

て
い
よ
う
。

(
お
)
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
稲
作
地
帯
で
通
常
流
通
し
て
い
る
化
学
肥
料
は
、
窒
素
質
肥
料
の
場
合
硫
安
、
尿
素
と
い
っ
た
単
胞
が
あ
る
が
、
燐
酸
・
加

呈
肥
料
の
場
合
、
単
肥
は
少
な
く
、
は

l
凶

l
u
、
ロ
ー
ロ

l
ロ
、
凶
|
お

O
と
い
っ
た
三
要
素
合
有
率
を
持
つ
複
合
肥
料
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。
特
に
は
ー
は
|
凶
が
尿
素
、
硫
安
と
併
用
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
多
い
。
第

6
実
で
、
ア
ゾ
ラ
鋤
込
区
と
7
ゾ
ラ
未
利
用
区
と
を
比
較
す

る
と
、
燐
酸
・
加
里
も
前
者
の
方
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
窒
素
肥
料
を
調
節
す
る
際
、
単
肥
だ
け
で
な
く
複
合
肥
料
の
施
用
量
も

減
少
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
こ
の
地
域
で
は
ゆ
!
日
叩

2
と
い
う
含
有
率
(
最
後
の
項
は
亜
鉛
で
あ
る
)
を
持
つ
液
体
肥
料
が

用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
普
及
は
ま
だ
一
部
の
農
家
に
限
ら
れ
て
い
る
。

(
お
)
ア
ゾ
ラ
の
雑
草
抑
制
作
用
は
、
そ
れ
が
水
田
掴
場
の
海
淑
水
表
面
を
ピ

yyリ
と
覆
い
つ
く
す
と
こ
ろ
か
ら
生
ず
る
。
調
査
農
家
が
、

7
ゾ

ラ
に
よ
っ
て
抑
制
さ
れ
た
と
報
告
し
た
主
要
な
水
田
雑
草
は
以
下
の
通
り
。
。
mwt
日
目
的
問
玄
(
〉
同
町
き
町
、
言
、
た
せ
E
h
H
N

苫
え
な

)
w
ω
0門
間
「
己
同
国

ω
2・

由

r
z
g
(肘
与
立
。
円

~
H
N
E
q
E
h
a
h
h
P
2
5
0目白一『問。
(Nつ
え
司
も
ミ

hhxhh~定
さ
え
な

)w
〉
宮
?
昌
三
(
〉
岳
、

.hFw色
町
、

s
a
H晶
)w
同

ν釦

-a・目
Mm-a

(
肘
門
止
さ
円
F
N
c
t
h』

VRm句
。
。
ア
ゾ
ラ
の
雑
草
抑
制
効
果
は
多
く
の
研
究
に
報
告
さ
れ
て
い
る
(
同
巴
ロ
ω
担
ロ
仏
、
叶
ωロ
ミ
〔
幻
〕
、
四
円

S
8
2

〔
ゆ
〕
、

Z
関口
u
E
W
ロ
〔
お
〕
、

z
m
D
〔
但
〕
)
。



熱
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(
刀
)
要
素
投
入
水
準
に
お
け
る
有
意
な
差
と
し
て
確
認
さ
れ
得
る
変
化
以
外
に
、
ァ
ゾ
ラ
別
用
に
関
連
し
た
変
化
で
は
あ
る
が
、
平
均
と
し
て
生

産
費
用
水
準
の
差
に
現
わ
れ
な
い
輔
君
つ
か
の
変
化
が
一
部
の
ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
短
い
蓄
を
仕
立
て
る

乾
式
首
代
法
(
去
、
c
h
)
、
あ
る
い
は
宜
播
方
式
を
と
る
場
合
、
ァ
ゾ
ラ
が
圃
場
一
半
面
を
マ
ッ
ト
の
様
に
覆
い
、
首
あ
る
い
は
種
子
が
そ
の
下

に
な
っ
て
し
ま
い
、
成
長
が
阻
害
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
避
け
る
た
め
、
一
部
の
農
家
は
首
仕
立
法
を
乾
式
か
ら
従
来
の
湿

式
(
、

s
p
)
に
戻
し
た
。
首
仕
立
に
要
す
る
労
働
量
は
湿
式
の
方
が
は
る
か
に
多
い
が
、
こ
の
変
化
は
、
同
じ
時
期
に
、
こ
の
問
題
を
知
ら

ず
に
湿
式
か
ら
乾
式
に
変
更
し
た
農
家
が
あ
ワ
た
た
め
、
相
殺
さ
れ
た
(
首
代
準
備
、
+
田
抜
き
、
田
植
え
に
要
し
た
労
働
時
間
は
、
ア
ゾ
ラ
鋤

込
区
と
ア
ゾ
ラ
未
利
用
区
で
有
意
な
差
が
無
い
)
。

第
二
に
、
一
部
の
農
家
は
苗
栽
植
間
隔
を
従
来
の

5
×

5
n
B
か
ら
N
印×

M
m
n
g
に
変
更
し
た
G

よ
り
広
い
栽
植
間
隔
は
、
よ
り
多
く
の
日

照
が
水
面
に
到
達
す
る
の
で
、
ア
ゾ
ラ
の
生
長
に
と
っ
て
望
ま
し
い
(
渡
辺
〔
日
〕
)
。
し
か
し
、
こ
の
変
化
が
、
ど
れ
だ
け
現
実
に
ア
ゾ
ラ
の

生
育
に
影
響
し
た
か
、
調
査
資
料
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。

こ
の
地
域
の
田
植
え
は
正
条
植
(
並
木
植
)
で
、
こ
れ
は
水
田
に
木
・
竹
製
の
熊
手
状
の
用
具
で
条
を
つ
け
て
行
な
わ
れ
る
。
ア
ゾ
ラ
が
マ

ッ
ト
の
様
に
圃
場
表
面
を
覆
う
た
め
、
こ
の
条
が
見
え
ず
田
植
え
に
難
渋
す
る
と
い
う
(
小
さ
な
)
不
満
も
、
利
用
農
家
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば

挙
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
7
ゾ
ラ
導
入
に
伴
う
稲
作
農
法
上
の
変
化
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

(
お
)
推
定
は
通
常
の
最
小
自
乗
法
に
よ
る
。
推
定
に
当
た
っ
て
.
ト
ゥ
y
グ
ロ
病
の
被
害
を
受
け
て
収
量
が
、
他
と
較
べ
て
著
し
く
低
い
圃
場
の

デ
l
F
は
除
外
し
た

o
N
以
外
の
肥
料
養
分
、
す
な
わ
ち
、

P
-
K
-
h
、
お
よ
び
こ
れ
ら
と

D
、
ー
と
の
交
差
項
、
例
え
ば
司
・
?
同

-
U

は
、
総
て
、
総
て
の
回
帰
式
に
お
い
て
、
有
意
な
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
与
え
ず
、
ど
の
回
帰
式
か
ら
も
オ
ミ
y
ト
さ
れ
て
い
る
。

(
m
U
)

肥
料
以
外
の
費
用

(
C
)
を
労
働
、
資
本
、
肥
料
以
外
の
経
常
財
の
三
つ
に
分
け
て
も
、
回
帰
分
析
の
結
果
は
同
様
で
あ
る
。

(
加
)
ア
ゾ
ラ
に
よ
る
窒
素
回
定
量
は
、
(
『
ヘ
¥
司
H
)

×
品
で
求
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
零
と
有
意
差
の
な
い
ア
ゾ
ラ
・
ダ
ミ

1
の
係
数
は
無
視
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、

7

ゾ
ラ
鋤
込
回
数
は
平
均
六
回
で
あ
る
(
第
4
表)。

か
く
肥
料
反
応
関
数
か
ら
推
定
さ
れ
た
ア
ゾ
ラ
に
よ
る
窒
素
固
定
量
は
、
渡
辺
(
未
発
表
)
に
よ
る
温
室
実
験
の
結
果
と
符
合
し
て
い
る
。

実
験
に
お
い
て
、
南
コ
タ
パ
ト
州
の
水
団
地
帯
(
コ
ロ
ナ
ダ
1
ル
町
マ
グ
サ
イ
サ
イ
村
)
よ
り
採
取
さ
れ
た
土
壌
に
、
-
・

ω伺
¥
自
N

の
率
で
接
種

さ
れ
た
ア
ゾ
ラ
は
、
二
八
日
間
で

0
8
t
∞呂町
¥BN
に
増
殖
し
た
。
こ
れ
よ
り
、
ア
ゾ
ラ
の
生
体
重
倍
増
日
数
は

ω
-
N
B
I
N
-
沼
田
、
と
計
算

さ
れ
る
。
我
々
の
調
査
デ
ー
タ
は
、
調
査
地
域
に
お
い
て
、
平
均
接
種
量
ム
o
r
m
¥
y
m
の
ア
ゾ
ラ
が
、
三

0
日
間
に
、
旧
日

t
ω
O
B同
¥r白
に
増
殖



熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

O 
O 

し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ァ
ゾ
ラ
新
鮮
重

M
m
t
gヨ
ミ
「
同
は
、
ア
ゾ
ラ
新
鮮
重
一

0
0
グ
ラ
ム
当
た
り

0
・
二
グ
ラ
ム
の
窒
素

含
有
量
(
調
査
地
域
で
採
駁
さ
れ
た

7
ゾ
ラ
の
無
機
栄
養
含
有
量
分
析
の
結
果
に
よ
る
〉
を
仮
定
し
、
日
c
r問
¥
r
H
H
(
回
帰
式
皿
よ
り
)
t
h
v
o
r悶
¥

『
白
(
回
帰
式

W
よ
り
)
の
容
一
素
固
定
量
か
ら
逆
算
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
値
よ
り
、
調
査
地
域
の

7
ゾ
ラ
生
体
重
倍
増
日
数
は

ω-Mωt日
二
回
と
計
算
さ
れ
る
。
こ
の
推
定
値
は
、
実
験
に
よ
り
得
ら
れ
た
倍
増
日
数
の
極
め
て
狭
い
範
囲
内
に
あ
る
。

(
引
む
も
し
仮
に
、

7
ゾ
ラ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
園
内
の
総
て
の
潜
滅
さ
れ
た
水
田
(
約
一
五

O
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
可
乙
ロ
口
刷
出
口
〔
お
〕
)
に
導
入
可
能
で

あ
る
と
す
る
と
、
経
済
的
収
益
総
額
は
、
こ
こ
の
収
益
推
定
下
限
を
仮
定
し
て
、
一
作
当
た
り
約
一
億
五
千
万
ベ
ソ
、
年
二
作
可
能
と
す
れ
ば

三
億
ベ
ソ
に
達
す
る
。
こ
れ
は
注
(

3

)

で
紹
介
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ソ
政
府
の
一
年
当
た
り
肥
料
補
助
金
支
出
額
と
ほ
ぼ
等
し
い
か
、
そ
れ
を
上

回
る
も
の
で
あ
る
c

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
ァ
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
大
き
さ
が
知
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
は
ま
た
逆
に
、

7

ィ
り
ピ

ン
政
府
に
と
っ
て
の
肥
料
補
助
金
支
出
の
負
担
の
程
度
を
表
わ
し
て
い
る
。
国
際
稲
研
究
所
が
本
格
的
な
ア
ゾ
ラ
研
究
に
着
手
し
、
そ
の
こ
と

が
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
当
局
者
に
知
ら
れ
て
以
来
、
マ
ル
コ
ス
大
統
領
は
毎
朝
執
務
室
に
現
わ
れ
る
や
タ
ン
コ
農
業
大
臣
を
呼
び
、

7
ゾ
ラ
研
究

の
進
捗
状
況
を
質
す
こ
と
を
も
っ
て
日
課
と
し
た
、
と
い
う
逸
話
は
こ
の
間
の
事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。

四

制
約
的
環
境
下
で
の
ア
ヅ
ラ
利
用

南
コ
タ
パ
ト
州
の
ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
の
事
例
分
析
は
、
水
因
縁
肥
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
の
生
物
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
、
現
実
に
稲
作

農
家
に
利
用
さ
れ
、
正
の
収
益
を
も
た
ら
す
経
済
的
技
術
と
し
て
実
現
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
は
、

ア
ゾ
ラ
は
殆
ど
追
加
的
投
入
無
し
に
活
発
に
生
育
し
、
高
率
で
空
中
窒
素
を
固
定
す
る
c

か
か
る
条
件
下
で
、

ア
ゾ
ラ
利
用
が
正
の
経

済
的
収
益
を
持
つ
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
、
特
に
経
済
的
分
析
を
行
な
う
ま
で
も
な
い
。

も
し

ア
ゾ
ラ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
他
の
途
上
諸
国
の
稲
作
地
帯
に
、
南
コ
タ
パ
ト
に
お
け
る
と
同
様
の
容
易
さ
で
導
入
さ
れ
得
る
な

ら
、
そ
れ
に
よ
る
経
済
的
収
益
の
総
額
は
膨
大
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

ア
ゾ
ラ
は
多
く
の
制
約
要
因
下
で
生
育
す
る
も
の
で
あ



り
、
多
く
の
地
域
に
お
い
て
、

そ
の
導
入
は
、
南
コ
タ
パ
ト
州
に
お
け
る
よ
う
に
は
容
易
で
は
な
い
。
本
章
で
は
、

ア
ゾ
ラ
の
生
育
を

制
約
す
る
自
然
的
・
社
会
的
環
境
要
因
に
つ
い
て
検
討
し
、

よ
り
一
般
的
条
件
下
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
的
評
価
を
試
み
よ
う
。

(-) 

ア
ゾ
ラ
生
育
の
制
約
要
因

水
田
お
よ
び
そ
の
他
培
地
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
生
育
を
規
定
す
る
主
要
な
自
然
的
・
社
会
的
要
因
が
第
叩
表
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

以
下
、

つ
つ
、

一
つ
ず
つ
順
を
追
っ
て
検
討
し
て
い
く
が
、
こ
れ
ら
諸
要
因
は
、
単
独
で
作
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
複
雑
な
相
互
関
係
を
持
ち

(
m
M
)
 

ア
ゾ
ラ
の
生
育
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
点
に
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

気
温

同》巾丹巾同・田町同・

b
N
・
〔
お
〕

は
、
ア
ゾ
ラ
を
一
定
の
温
度
下
で
生
育
さ
せ
る
時
、
ト
」

SEN-え
な

を
除
い
て
、
約
三

O
度

(
摂
氏
、
以
下
同
様
)
が
最
適
気
温
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

み

-hNH.2~ミ
人
2
の
場
合
は
二
五
度
前
後
が
最
適
気
温
と
な
る
。

九回・弘之さ
S
E
は
、
圃
場
条
件
下
で

一
四

1
四
O
度
で
生
育
可
能
で
あ
る

3
5
m
r
〔
必
〕
)
。
最
適
気
温
は
、
他
の
環
境
条
件
に
依
存

す
る
が
、
大
体
ニ
ハ

1
三
O
度
の
範
囲
に
あ
問
。
こ
の
最
適
気
温
の
範
囲
外
で
は
、

ア
ゾ
ラ
の
成
長
は
遅
滞
し

そ
の
窒
素
固
定
活
動

は
低
減
す
る
。

一
O
度
以
下
、

あ
る
い
は
四

O
度
以
上
と
い
う
温
度
条
件
の
下
で
は
、

ア
ゾ
ラ
は
容
易
に
死
滅
す
る
。

ト

を

ま
N
b
h
a

は
広
く
熱
帯
に
も
分
布
し
て
い
る
が
、
比
較
的
冷
涼
な
温
度
を
好
む
。

ベ
ト
ナ
ム
北
部
で
は

そ
の
生
育
は
、
平
均

気
温
一
七
度
を
記
録
す
る
一
月
に
最
も
活
発
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
パ
ラ
ナ
シ
で
は
、

七
月
か
ら
一
一
一
月
に
か
け
て
生
育
す
る
が
、
最
も

暑
い
四

t
六
月
の
夏
期
に
は
池
か
ら
消
滅
し
て
し
ま
う
(
の
告
巳
〔
剖
〕
〉
。

南
部
中
国
に
お
い
て
は

そ
の
成
長
は
二

t
五
月
期
に
最

も
活
発
で
あ
る
。
者
同

E
E
F
ミ
・
ぇ
・
〔
日
〕

i土

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
そ
の
生
育
は
、

月
平
均
気
温
が
三
二
度
を
越
え
る
四
月
、

五
月
に
最
低
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

ア
ゾ
ラ
の
こ
の
特
性
は
、
熱
帯
に
お
け
る
そ
の
利
用
と
栄
養
繁
殖
体
の
周
年
維
持
管
理
に
と

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

O 



1.気温

イソド

中国

ベトナム

7イリピン

2. 日照量

3. 水分条件

4.土壌 pH

5.土嬢燐酸肥沃度

1011 

第 10表 アゾラ生育に対する自然的・社会的制約要因口

最 適水準 i 出 所

24-350C (日)/17-280C(夜) I CRRI (21J 
10-350C (25"C最適)蘇北農学院 (IIJ

16-170C (最適);15-380C (200C最適) I Becking (18J; Tuan and Thuyet [48J 

23-300C (270C最適) I Watanabe et. al. [52J 
熱帯乾期日照量 (1∞klx以上〕の50%;20-50klx I Watanabe [日J;北京農業大学四〕
(最適)

相対湿度60%以上 (85-90%最適) I j蘇北農学院(!IJ 
pH 4.5-7.5; pH 6 -8; pH 6.5-7.5 (最適) I Tuan and Thuyet (48J; CRRI [2リ;

北京農業大学 [8J

有効リン (OlsenP) I士嬢 1kg当り 50mg以上 渡辺(未発表〕

渡辺(未発表〕

渡辺 [I3J

燐酸吸収係数 !土壌 l∞g当り I，OOOmgP20S以下
6.水管理 回面水深3-5 cm，高温時 1cm 

7. 病虫害

8.必要労働投入

注. 1) データは主として A.pi刀nataに関するものである.

(;1; ) 
PドE担ムjよさば1小。

国Ii酬 回程i咽為ト爪 1ト Q 剖枠n:Uょトl(~盗品器取はひエ νf主体vQ iBlK~~込今~!:::\'慶長氏~Q~ t-ノ 1 ì訴長"毛 ν ♀~エ t会'

~制巴Ut堅二回展包ト ">-'1ト e 剖{位U トヤ十 K >Jえと庄十時崎小下ノ喝の (Becking [虫rAshton [~J)。キ:f 1nE*鍬+<



学
〔
8
〕
は
、

ア
ゾ
ラ
は
水
性
植
物
で
あ
る
か
ら
、
当
然
高
い
相
対
湿
度
を
要
求
す
る
。
こ
れ
は
ア
ゾ
ラ
の
生
体
繁
殖
体
の
周
年
維

一
年
に
月
間
降
雨
量
が
五

0
ミ
リ
以

水
分
条
件

日
照
量
が
八
万
燭
光
を
越
え
る
と
ア
ゾ
ラ
の
生
育
が
抑
制
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

持
管
理
に
と
っ
て
問
題
と
な
る
場
合
が
あ
ろ
う
。
南
コ
タ
パ
ト
州
の
ア
ゾ
ラ
利
用
地
帯
の
場
合
、

降雨量月別ノfターン (7イリピ γ
南コタパト1トlおよび北イロコス州)

第3図

p;tiH量(mm)
550 r一一一

500 

450 

400 

350 

300 

250 

200 

150 

100 

50 

下
に
な
る
月
は
な
い
(
第
三
国
)
。

農
家
は
一
年
を
通

し
て
養
魚
池
等
で
ア
ゾ
ラ
を
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
、

ま
た
、

ア
ゾ
ラ
は
水
田
圃
場
で
一

t
一
一
一
カ
月
に
渡
る
休

閑
乾
燥
期
を
越
え
て
生
存
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
年

間
玉
カ
月
連
続
し
て
降
雨
量
が
殆
ど
ゼ
ロ
と
い
う
北
部

ル
ソ
ン
地
域
の
よ
う
に
、
年
間
降
雨
量
の
月
別
分
布
に

大
き
な
偏
り
が
あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
乾
期
中
の
ア
ゾ
ラ

の
生
体
維
持
に
困
難
を
生
じ
る
可
能
性
が
強
い
。

土
壌
切
出

ω
5
m
r
〔H
U

〕
は
、
土
壌
切
出
が
五

五
か
ら
七
の
間
に
あ
る
時
、

ア
ゾ
ラ
の
生
育
が
活
発
で

あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
〉
国

r
E
E
L
S
-
3∞
-4

〔
時
〕
の
研
究
で
は
、
ア
ゾ
ラ
は
回
以
出
が
一

O
で
も
生
長

し
た
と
い
う
。
℃
出
が
一
一
一

t
一
二
・
五
と
い
っ
た
酸
性
土

壌
で
は
ア
ゾ
ラ
は
生
育
出
来
ず
に
死
滅
す
る

(
ω
5
m
r

O 



農
学
院
〔
日
〕
、
叶
rcuB件
同
ロ
仏
吋

E
ロ〔門出〕)。

夏
期
高
温
時
に
は
糸
状
菌
に
よ
る
被
害
も
出
る

(ω
白
色
ミ
・

b
N
・

〔却〕)。

病
虫
害

熱
帯
稲
作
に
お
け
る

7
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

一O
四

〔必〕)。
土
壌
燐
酸
肥
沃
度

水
性
環
境
に
あ
っ
て
、

ア
ゾ
ラ
は
浮
遊
し
つ
つ
主
と
し
て
水
か
ら
栄
養
を
摂
取
す
る
。
水
深
が
ご
く
浅
い
場

合
に
は
根
が
土
に
接
し
、

そ
こ
か
ら
養
分
を
取
る
。

ア
ゾ
ラ
の
無
機
成
分
含
量
は
過
剰
吸
収
等
に
よ
り
大
き
く
変
動
す
る
が
、
欠
乏
し

な
い
水
準
で
、

ほ
ぼ
次
の
様
な
乾
物
量
百
分
比
を
持
つ
。

Z
一
品

t
句

"

同
》

U
0
・
uu

同

L
I
N
・

。同U
C
-
P
Y向
何
日
(
)
-
u
w

F
H
C
-
H
(
渡

辺
〔
日
〕
)
。

土
壌
な
い
し
回
水
の
燐
酸
含
量
は
、

通
常
ア
ゾ
ラ
の
要
求
量
を
満
た
さ
な
い
。
土
壌
燐
酸
の
状
態
が
、
有
効
リ
ン
と
燐
酸
吸
収
係
数

の
両
方
と
も
最
適
範
囲
外
に
あ
る
場
合
、

ア
ゾ
ラ
の
良
好
な
生
育
を
支
え
る
た
め
、
燐
酸
肥
料
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
(
者
伊
丹
吉
田
r
m

(
お
)

〔
日
〕
)
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
南
コ
タ
パ
ト
の
土
壌
条
件
は
ア
ゾ
ラ
の
生
育
に
適
し
て
い
る
(
前
出
第
3
表
参
照
)
。

ミィ・

b
N
.

水
管
理

回
面
水
の
深
さ
は
一
ニ

t
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
に
保
つ
必
要
が
あ
る
。

ア
ゾ
ラ
に
栄
養
欠
乏
が
生
じ
た
時
に
は
、

水
深
を
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
に
し
、
根
が
土
壌
か
ら
養
分
を
吸
収
出
来
る
よ
う
に
す
る
。

ア
ゾ
ラ
の
土
壌
へ
の
鋤
き
込
み
時
に
は

数
日
前
に
水
を
落
と
し
て
お
く
と
、
鋤
き
込
み
が
容
易
と
な
る
。

病
虫
害

ア
ゾ
ラ
に
と
っ
て
虫
害
は
深
刻
な
も
の
に
な
り
得
る
。
高
温
時
は
昆
虫
の
世
代
期
聞
が
短
く
な
る
の
で
、
特
に
気
温
三

O
度
を
越
す
夏
期
に
虫
害
は
よ
り
深
刻
で
あ
る
。
最
も
被
害
の
大
き
い
害
虫
は
鱗
趨
類
の
旬
、

E
p
w
h
qし
さ
も
宮
古
属
で
あ
る
(
蘇
北

発
生
時
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
薬
剤
防
除
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
も
ま
た
南
コ
タ
パ
ト
の
条
件
は
理
想
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。

一
九
八
一
年
第
二
期
作
ま
で
、

調
査
地
で
は
ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
は
発
生
せ
ず
、

そ
の
た
め
の
薬
剤
散
布
は
全
く
必
要
と
さ

L

C
ミ
コ
:
。

、
才
ナ
ん
カ
ィ
芦



必
要
労
働
量

ア
ゾ
ラ
の
生
体
維
持
管
理
お
よ
び
水
田
へ
の
接
種
に
要
す
る
追
加
的
労
働
必
要
量
に
つ
い
て
の
デ

l
タ
は
極
め
て

之
し
い
。
我
々
の
知
る
限
り
、
前
者
に
つ
い
て
は
皆
無
、
後
者
に
つ
い
て
は
前
章
で
報
告
さ
れ
た
南
コ
タ
パ
ト
州
の
農
家
調
査
の
結
果

が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

必
要
労
働
量
は

ア
ゾ
ラ
を
生
育
さ
せ
る
環
境
条
件
、
増
殖
方
法
、

運
搬
に
用
い
ら
れ
る
用
具
等
に
大
き
く
依
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、

ア
ゾ
ラ
は
水
生
植
物
で
あ
り
、

そ
の
接
種
用
生
体
は
新
鮮
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
か
ら
、
接
種
必
要
量
次
第
で
は
か
な
り
の

労
働
量
を
要
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
各
国
で
勧
告
さ
れ
て
い
る
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
標
準
接
種
量
は
二

t
五
ト
ン
(
前
節
注
(
幻
)
)
で
、

南
コ
タ
パ
ト
の
例
と
較
べ
て
比
較
を
絶
し
た
水
準
に
あ
る
。
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
水
田
を
小
区
画
に
区
切
っ
て
徐
々
に
ア
ゾ
ラ
の

増
殖
を
図
る
半
飽
和
法
と
で
も
い
う
べ
き
方
法
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
が
(
蘇
北
農
学
院
〔
日
〕
)
、

省
力
化
を
目
的
と
し
て
い
よ
う
。
用
い
ら
れ
る
環
境
条
件
に
よ
っ
て
は
、
必
要
労
働
量
の
水
準
は
、

」
れ
は
、
風
害
対
策
で
あ
る
と
共
に

ア
ゾ
ラ
利
用
に
対
す
る
強
い
制
約

と
し
て
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
。

(=) 

制
約
条
件
下
で
の
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益

緑
肥
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
い
、

し
か
し
、
農
家
に
よ
る
そ
の
現
実
的
利
用
を
制
約
し
て
い
る
要
因
も
数
多
い
。

前
節
で
挙
げ
た
八
項
目
の
制
約
要
因
は
、
程
度
の
多
少
に
よ
っ
て
境
界
は
動
く
が
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
可
能
性
に
よ
っ
て
三
つ
の
グ
ル

ー
プ
に
大
別
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
第
一
は
、
通
常
の
条
件
下
で
は
人
為
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
可
能
な
も
の
で
、
気
温
、

日
照
量
、

降
雨
量
等
の
自
然
環
境
的
制
約
要
因
が
そ
れ
で
あ
る
。
水
管
理
や
土
壌
酸
性
度
の
様
な
第
二
の
グ
ル
ー
プ
の
制
約
要
因
は
、

人
為
的
に

克
服
可
能
で
あ
る
が
、

そ
の
た
め
に
は
濯
概
開
発
事
業
、
土
質
改
善
事
業
等
、
個
々
の
農
家
経
営
の
枠
を
越
え
た
公
共
的
対
応
が
必
要

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

O 
五



経
済
的
収
益
を
推
定
す
る
に
当
た
っ
て
、

ま
ず
ア
ゾ
ラ
を
生
育
さ
せ
る
の
に
必
要
'
と
さ
れ
る
投
入
要
素
の
水
準
と
、

そ
れ
ら
要
素
の

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

一O
六

と
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
制
約
要
因
の
第
三
の
グ
ル
ー
プ
は
、
農
家
経
営
の
枠
内
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
も
の
で
、
土
壌
養
分
の

欠
乏
、
病
虫
害
、
労
働
投
入
と
い
っ
た
要
因
が
こ
れ
に
含
ま
れ
よ
う
。

ア
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
的
収
益
は
、

ど
の
制
約
要
因
が
作
用
し
て
い
る
か
に
依
存
し
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
従

って、

こ
れ
ら
地
域
的
に
大
き
く
異
な
る
制
約
要
因
を
特
定
化
す
る
こ
と
な
し
に
一
般
的
な
条
件
下
で
の
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
を
評

価
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
農
業
経
営
の
枠
内
で
ア
ゾ
ラ
を
生
育
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
、

と
い
う
仮
定
の
下

で
ア
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
的
収
益
の
評
価
を
試
み
よ
う
。
こ
の
仮
定
は
、
第
て
第
二
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
要
因
は
満
足
さ
れ
て
お
り
、

制
約
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
な
い
と
想
定
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
農
家
に
と
っ
て
ア
ゾ
ラ
が
既
に
利

用
可
能
で
あ
り
、
自
ら
の
培
養
・
接
種
の
た
め
に
用
い
得
る
、

と
い
う
状
況
を
仮
定
す
る
。
こ
れ
は
、

ア
ゾ
ラ
開
発
に
要
し
た
試
験
研

究
費
、
農
家
利
用
の
た
め
の
そ
の
大
量
増
殖
お
よ
び
利
用
地
域
へ
の
配
布
等
に
要
し
た
費
用
を
総
て
無
視
す
る
、

と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
か
か
る
限
定
的
仮
定
の
下
で
な
さ
れ
る
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
の
評
価
は
、

一
つ
の
例
証
と
し
て
の
域
を
大
き
く
出
る
も
の
で

は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し

」
の
試
み
か
ら

ア
ゾ
ラ
を
経
済
的
に
利
用
可
能
な
技
術
と
な
す
に
当
た
っ
て
障
害
と
な
り
得
る
幾
っ
か

の
要
因
に
つ
い
て
の
示
唆
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

価
格
を
決
定
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
農
家
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
と
さ
れ
た
三
つ
の
要
因
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

燐
酸
肥
料

ア
ゾ
ラ
生
育
の
た
め
に
燐
酸
肥
料
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
。
第
日
表
は
幾
つ
か
の
国
に
お

け
る

ア
ゾ
ラ
の
た
め
の
燐
酸
肥
料
施
用
勧
告
水
準
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
勧
告
水
準
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
四

I
二
五
キ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
大
き
な
範
囲
の
中
に
あ
る
。
ま
た

こ
れ
ら
勧
告
水
準
の
幾
つ
か
は
、
現
生
大
の
ア
ゾ
ラ
利
用
農
家
を
対
象
と
し
た
も
の
で
は



第 11表各国において勧められているアゾラ生育のための

燐酸肥料および農薬の施用水準

所

燐酸肥料

インド

中国

ベトナム

USA 

フイリピγ(国際稲研)

農薬 (Carbofuran)

インド

出

4-25 P，Os kg /hal Singh (42) 
7-12 蘇北農学院[11)

5-10 I Tuan and Thuyet (48) 
5-15 1 Rains and Talley (37) 

7.5 1 Watanabe et. al. [51J 

準水用施

CRRI [21J 

Liu (29) 

渡辺 (13)

2 -3 kg a. i./ha 
あるいは

O.l-lg/接種用 7ゾラ lkg

4 -5 kg/ha 

3 -4 kg a. i./ha 

中国

フィリピγ(国際稲研〕

な
く
、
実
験
を
行
な
う
科
学
者
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

幸
い
、
巧
忠
告
白
宮
ミ
・

b
N
・
〔
日
〕
は
燐
酸
肥
料
が
ア
ゾ
ラ
の
生
長
に
及

ぼ
す
影
響
を
詳
細
に
研
究
し
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
燐
酸
肥
料
の
施
用

水
準
(

P

)

と
ア
ゾ
ラ
に
よ
っ
て
固
定
さ
れ
た
窒
素
量
(

N

)

と
の
聞
に
は
、

明
瞭
な
二
次
式
的
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
に
報
告
さ
れ
て
い
る
デ
l
タ

を
利
用
し
て
回
帰
分
析
を
行
な
え
ば
次
式
を
得
る
。

Z
H
H品・
ω十
】
・
∞
N
同

V
i
c・。
ω∞
山
南
宮

(
吋

-
M
∞)
(

l

印

-E)

HNMHO-

。ω
。w

11 
にD

こ
こ
で
、

N
と
P

(
但
し

P
は
刷
》

ω

。日)の
単
位
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
キ

ロ
グ
ラ
ム
、

カ
ツ
コ
内
の
数
字
は

t
値
で
あ
る
。
自
由
度
は
小
さ
い
が
、
曲

線
の
フ
ィ
ッ
ト
は
良
く
、

係
数
の
有
意
水
準
も
充
分
高
い
。
切
片
は
一
四

三
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
推
定
さ
れ
、
燐
酸
肥
料
を
加
え
な
い
場
合
に
、

ア
ゾ
ラ
が

固
定
し
得
る
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
窒
素
量
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
切
片
は

土
壌
中
の
燐
酸
状
態
に
よ
り
上
下
す
る
で
あ
ろ
う
。
本
節
の
分
析
で
は
、
右

式
を
仮
定
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

さ
て
、
価
格
体
系
と
し
て
一
九
八

O
年
国
際
市
場
価
格
と
一
九
八
一
年
フ

ィ
リ
ピ
ン
農
家
庭
先
価
格
の
二
(
ノ
を
仮
定
し
て
み

L
問
。
す
る
と
右
式
よ
り
、

一O
七



ゾ
ラ
の
た
め
の
必
要
労
働
が
、
労
働
力
が
遊
休
し
て
い
る
農
閑
期
に
生
じ
る
場
合
に
は
、
追
加
的
労
働
量
が
た
と
え
大
き
く
て
も
、

そ

熱
帯
稲
作
に
お
け
る

7
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

O 
八

P
の
最
適
投
入
水
準
は
、
国
際
市
場
価
格
体
系
下
で
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
、

五
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
算
出
さ
お
~
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
価
格
体
系
の
下
で
は
同

農
薬
(
病
虫
害
管
理
)

ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
は
農
薬
散
布
に
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
得
る
。
農
薬
散
布
量
、

そ
の
頻
度
等
は
、
病

虫
害
の
発
生
と
そ
の
程
度
に
依
存
し

一
概
に
最
適
量
を
決
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
れ
も
必
ず
し
も
農
家
を
対
象
と
す
る
も
の

で
は
な
い
が
、
科
学
者
が
勧
め
る
ア
ゾ
ラ
の
た
め
の
標
準
農
薬
散
布
率
の
幾
っ
か
が
第
日
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
し
つ

っ
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
ケ
l
ス
を
想
定
し
よ
う
。

ケ
ー
ス
ー
で
は
、
接
種
用
ア
ゾ
ラ
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
き
一
グ
ラ
ム
の
率
で
カ

l
ボ

フ
ユ
ラ
ン
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
出
来
る

と
仮
定
す
る
。

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
ア

ゾ
ラ
接
種
量
を
二
ト
ン
と
仮
定
す
る
と
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
カ

l
ボ
フ
ュ
ラ
ン
必
要
量
は
製
品
重
(
目
民
主
国
ロ

ω
の
)
で
二
キ
ロ
グ

ラ
ム
、
成
分
量
換
算

(
p
t
)

で
六

0
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

ケ
ー
ス

E
は

ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
ヘ
ク
タ

ー
ル
当
た
り
成
分
量
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
!
ボ
フ
ュ
ラ
ン
を
散
布
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、

と
仮
定
す
る
。

労
働
投
入

既
述
の
様
に
ア
ゾ
ラ
利
用
に
伴
っ
て
生
じ
る
追
加
的
労
働
投
入
量
に
つ
い
て
の
情
報
は
極
め
て
貧
困
で
あ
る
。
ま
た
、

そ
れ
は
地
域
的
条
件
や
接
種
量
の
多
少
、
運
搬
方
法
の
差
異
等
に
依
存
し
て
変
化
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

ア
ゾ
ラ
の
生
産
と
利

ア
ゾ
ラ
接
種
量
を
ヘ
ク
タ
ー
ル

当
た
り
二
ト
ン
と
し
、
南
コ
タ
パ
ト
州
調
査
よ
り
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
単
純
に
適
用
し
て
導
出
さ
れ
た
も
の
で
札
問
。

用
に
要
す
る
労
働
量
を

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
五
人
日
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
こ
の
必
要
労
働
量
は

追
加
的
労
働
投
入
は
そ
の
機
会
費
用
に
よ
っ
て
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、

ま
た
同
一
地

域
内
で
も
農
閑
期
と
農
繁
期
と
で
は
異
な
る
。
も
し
ア
ゾ
ラ
が
就
業
機
会
が
不
足
し
て
い
る
地
域
に
導
入
さ
れ
る
場
合
、

あ
る
い
は
ア



の
費
用
は
無
視
し
得
る
程
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
。
正
確
な
労
働
の
機
会
費
用
を
得
る
こ
と
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、

こ
こ
で
は

二
つ
の
異
な
っ
た
水
準
を
仮
定
し
、

そ
の
効
果
を
検
討
し
よ
う
。
第
一
は
労
働
の
機
会
費
用
が
低
い
ケ
1
ス
で
、

イ
ン
ド
の
農
業
賃
金

率
で
そ
れ
が
測
れ
る
と
仮
定
す
る
(
ケ
l
ス
E
)。
第
二
は
労
働
の
機
会
費
用
が
高
い
ケ
1
ス
で
、
台
湾
の
農
業
賃
金
率
を
仮
定
す
る

(ケ

l
ス
町
)
。

一
九
八
一
年
フ
ィ
リ
ピ
ン
価
格
体
系
に
つ
い
て
は
、

そ
の
平
均
農
業
賃
金
率
を
仮
定
し
よ
う
。

以
上
の
準
備
の
下
で
、

二
つ
の
価
格
体
系
に
つ
い
て
推
定
さ
れ
た
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
は
第
四
表
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、

ア
ゾ
ラ
生
育
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
燐
酸
肥
料
投
入
は
、

そ
れ
自
体
と
し
て
は
ア
ゾ
ラ
導
入
の
大
き
な
障
害
と
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。
前
節
で
仮
定
さ
れ
た
ア
ゾ
ラ
固
定
窒
素
量
に
対
す
る
燐
酸
肥
料
反
応
関
数
の
下
で
、
純
窒
素
肥
料
節
約
(
第
三
行
目
)

は
、
ど
ち
ら
の
価
格
体
系
に
つ
い
て
も

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
約
一

O
U
S
ド
ル
に
達
す
る
。
こ
れ
ら
の
推
定
値
は
、
南
コ
タ
パ
ト
州

に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
下
限
推
定
値
と
ほ
ぼ
同
じ
水
準
に
あ
る
。

ア
ゾ
ラ
に
対
す
る
病
虫
害
の
存
在
は

ア
ゾ
ラ
の
導
入
に
対
す
る
深
刻
な
障
害
と
な
る
可
能
性
が
大
き
い
。
も
し
、
農
薬
の
低
率
散

布
(
ケ
l
ス
I
)
で
ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
を
防
除
出
来
る
な
ら
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
七
ド
ル
前
後
の
純
収
益
が
残
さ
れ
る
(
第
五
行

呂
)
。
し
か
し
常
に
防
除
に
高
率
散
布
(
ケ
l
ス
E
〉
が
必
要
と
さ
れ
る
な
ら
ば
、

そ
れ
が
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
性
に
与
え
る
影
響
は

壊
滅
的
で
、
巨
大
な
損
失
と
な
る
(
第
七
行
目
)
。
窒
素
肥
料
節
約
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
純
収
益
を
も
っ
て
購
入
し
得
る
カ

i
ボ

フ
ユ
ラ
ン
の
量
は
、
国
際
市
場
価
格
体
系
の
下
で
僅
か
成
分
量
二
六
一
ゴ
三
ニ
一
、
グ
グ
ラ
ム
(
製
品
重
阿
明
出
刊J-』

(
納

ω叫)

ぎ
な
い
(
第
八
行
目
)
。
そ
れ
以
上
の
農
薬
利
用
は
経
済
的
損
失
を
も
た
ら
す
。

以
上
の
結
果
は

ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
の
よ
り
有
効
な
防
除
法
確
立
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
農
薬
価
格
の
大
幅
な
低
下
と
い
う

こ
と
も
含
め
て
、

よ
り
有
効
な
防
除
法
の
確
立
な
し
に
は
、
病
虫
害
の
多
発
が
予
想
さ
れ
る
熱
帯
稲
作
地
域
に
お
い
て
、

ア
ゾ
ラ
は
決

熱
帯
稲
作
に
お
け
る

7
ゾ
ラ
の
緑
肥
別
用

O 
九
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第 12表 より一般的な条件の下での水稲作緑肥としてのアゾラ利用の経済的収益

1980年間際市場価格21981年フイリピγ価格2)

h 当たり|単 価1:当たり1ha当十り|単 価1:当たり
| !価額| ー| l価額

投入量 1(USドノレ)Ic'u Sドノレ)1投入量 |(USドノレ)I(usドノレ)

し窒素 (N)肥料〉節投(P(約A2町0〕5 30kkg g 0.5コ/kkgg 15.∞ 225kkg g 0.64/kkg g 14.08 
2. 7ゾラへの燐酸 〕肥料投入吋 12 O. 42/ 5.28 0.89/ 4.45 
3.純収益 (1-2 9.72 9.63 
4. 7ゾラへの農薬 入:ケース I士低率散布5) 60g a. I. 37/kg a. I. 2.22 60g a. i. 46/kg a. I. 2. 76 
5.純収益 (3-4) 投 7.50 6.82 
6. 7ゾラへの農薬 入:ケース II=高率散布6) 2 kg a. I. 37/kg a. I. 74.α3 2 kg a. I. 46/kg a. I. 92.∞ 
7.純収益 (3-6) -64.28 -83.67 
8.農薬投入可能上限7) 263g 人a. I. 209 g a. I. 
9. アゾラへの労働投入:ケースIII=低賃金町 5AB O. 63/人日 3. 15 5人日 1. 87/人日川 9.35 
10.純収益 (3-9) 投 6.57 0.28 
11. 7ゾラへの労働 入:ケースWニ高賃金町 5人目 14.58/人日 72.90 
12.純収益 (3ー11) -63.18 
13.賃金率可能上限》 1. 94/人日 I 1. 93/人日

注. 1) 賃金を除レて，アジアに最も近い積出港における F.O.B. 価格.データは肥料価格については Palacpac(35J，農薬
は国際稲研持田氏より.

2) 農家支払価格.データの出所は上に同じ.
3) 最適燐酸肥料投入により 7ゾラより得られる窒素足，尿素価格により評価.
4) Nと P205の所与の相対価格の下での最適燐酸投入，過燐酸石灰価格で評価.
5) 60g a.I. (製品 2kg)のカーボ 7ュランを 1haへ接種するアゾラ 2トγに混ぜることで， アゾラの病虫害をコ γ トロ
ーノレ可能と仮定.

6) 7ゾラの病虫害をコントローノレするのに， ha当たり 2kg a. i. (製品 67kg)のカーポフュラ γの散布が必要と仮定.
7) 純収益 (A)/ヵーボフュラ γの価格.
8) イγ ドにおける農業賃金率を仮定.データは Palacpac[35]. 
9) 台湾における農業賃金率を仮定.データ向上.
10) 純収益 (A)/5人目.
11) 7 イリピ γの長業賃金率.データは Palacpac(35]. 



も
し
機
会
費
用
が
台
湾
の
農
業
賃
金
率
で
測
ら
れ
る
よ
う
な
高
い
水
準
に
あ
る
と
す
る
と
(
ケ
|
ス

W
)、
ア
ゾ
ラ
導
入
の
経
済
的
誘

(
制
)

し
て
経
済
的
に
利
用
可
能
な
技
術
に
は
な
り
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

ア
ゾ
ラ
を
水
田
緑
肥
と
し
て
経
済
的
に
利
用
可
能
な
技
術
と
な
す
た
め
に
は
、
収
益
の
絶
対
的
な
水
準
が
確
保
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

相
対
的
な
安
定
性
を
も
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
物
学
的
な
窒
素
固
定
機
構
に
依
存
す
る
以
上
、

ア
ゾ
ラ
の
利
用
が
自
然
環
境

的
要
因
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
避
け
難
い
が
、
そ
の
影
響
を
一
定
の
枠
内
に
押
え
得
な
け
れ
ば
、
連
年
継
続
的
に
利
用
し
得
る
安
定

的
な
技
術
に
は
な
り
得
な
い
。
こ
の
面
か
ら
も
有
効
な
ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
防
除
法
確
立
は
不
可
欠
で
あ
る
。

第
ロ
表
の
三
、

五
、
七
行
自
の
推
定
値
は
、
労
働
の
機
会
費
用
が
ゼ
ロ
と
い
う
仮
定
の
下
で
の
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
を
表
わ
す
も

の
と
理
解
し
得
る
。
労
働
の
機
会
費
用
が
正
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
水
準
が
イ
ン
ド
の
農
業
賃
金
率
で
測
ら
れ
る
よ
う
な
低
い
も
の
で
あ

れ
ば
(
ケ
ー
ス

E
)、
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
は
そ
れ
程
大
き
な
削
減
は
受
け
な
い
〈
国
際
市
場
価
格
体
系
第
一

O
行
目
)
。
し
か
し
、

因
は
全
く
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
(
国
際
市
場
価
格
第
一
一
一
行
目
)
。
か
か
る
経
済
的
環
境
下
で
は
農
家
に
よ
る
ア
ゾ
ラ
利
用
は
あ
り
得

こ、。

ふ
''HUM-ヘ

ク
タ
ー
ル
当
た
り
五
人
日
の
ア
ゾ
ラ
の
た
め
の
労
働
必
要
量
を
仮
定
し
、
農
薬
の
場
合
と
同
様
に
し
て
賃
金
率
可
能
上
限
を
求
め

る
と
、

一
人
日
当
た
り
約
二

U
S
ド
ル
と
な
る
(
第
一
三
行
自
)
。
労
働
の
機
会
費
用
が
こ
れ
以
上
で
あ
れ
ば
、
窒
素
節
約
に
よ
り
得

ら
れ
る
純
収
益
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
農
業
賃
金
率
は
こ
の
賃
金
率
可
能
上
限
に
近
づ
い
て
い
る
。
見
方
を
変
え
て
、

労
働
の
機
会
費
用
が
イ
ン
ド
の
農
業
賃
金
率
で
測
ら
れ
る
低
い
水
準
に
あ
る
場
合
、
純
窒
素
節
約
額
の
範
囲
内
で
ア
ゾ
ラ
の
た
め
に
用

い
う
る
労
働
日
数
上
限
を
求
め
れ
ば

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
一
五
人
目
と
な
る
。
ア
ゾ
ラ
の
た
め
の
必
要
労
働
投
入
が
こ
れ
以
内
で
あ

れ
ば
、

ア
ゾ
ラ
の
利
用
は
正
の
収
益
を
も
た
ら
し
、
農
家
に
と
っ
て
そ
れ
を
導
入
す
る
誘
因
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
機
会

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
別
用



熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

費
用
が
台
湾
の
農
業
賃
金
率
並
み
に
高
け
れ
ば
、
労
働
日
数
上
限
は
僅
か

0
・
七
人
日
で
あ
る
。

労
働
に
関
し
て
な
さ
れ
た
以
上
の
推
定
は
例
証
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
が
、

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
ア
ゾ
ラ
の
利
用
可
能
性
に
つ

い
て
幾
つ
か
の
示
唆
が
得
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
、

ア
ゾ
ラ
は
、

イ
ン
ド
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
よ
う
に
農
業
賃
金
率
が

相
対
的
に
低
く
、
農
村
に
お
け
る
雇
用
拡
大
が
強
く
必
要
と
さ
れ
て
い
る
諸
国
に
お
い
て
、
大
き
な
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
ち
得

る
で
あ
ろ
う
。
反
対
に
、
台
湾
や
韓
国
の
よ
う
に
農
業
賃
金
率
が
既
に
高
く
、

か
つ
そ
れ
が
上
昇
し
つ
つ
あ
る
諸
国
に
お
い
て
は
、

ア

ゾ
ラ
が
経
済
的
技
術
と
し
て
受
容
さ
れ
る
余
地
が
極
め
て
乏
し
い
こ
と
も
、

ま
た
明
白
で
あ
る
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
よ
う
に
、
農
村
に
お
け
る
賃
金
率
が
賃
金
率
可
能
上
限
に
近
い
水
準
に
あ
る
諸
国
・
水
田
地
帯
の
場
合
、

ア
ゾ
ラ
利

用
の
経
済
性
評
価
は
微
妙
な
も
の
と
な
る
。
か
か
る
地
域
に
お
い
て
正
確
な
経
済
的
評
価
を
な
す
た
め
に
は
、

正
確
な
労
働
の
社
会
的

機
会
費
用
を
確
定
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
ω

ま
た
、

か
か
る
状
況
下
で
は
ア
ゾ
ラ
利
用
の
社
会
的
収
益
と
農
家
の
私
的
収
益
に
弟
離

が
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
唯
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、

ア
ゾ
ラ
を
か
か
る
地
域
に
も
導
入
可
能
な

技
術
と
す
る
た
め
に
は
、
遊
休
し
て
い
る
農
閑
期
の
労
働
力
を
活
用
し
得
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
ア
ゾ
ラ
技
術
を
設
計
す
る
こ
と
が
基

本
的
に
重
要
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

以
上
で
、

よ
り
一
般
的
環
境
の
下
で
の
ア
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
的
評
価
を
終
え
る
。
一
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
節
で
な
さ
れ
た
ア
ゾ
ラ
の

経
済
的
収
益
の
推
定
は
、

一
定
の
価
格
体
系
の
下
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
価
格
体
系
が
変
化
す
れ
ば
こ
れ
ら
推
定
値
も
調
整
さ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
将
来
窒
素
肥
料
の
価
格
が
他
の
価
格
に
対
し
て
相
対
的
に
騰
貴
す
れ
ば
、

ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
は
増
大
し
、

そ
の

利
用
可
能
性
が
拡
大
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
逆
は
逆
で
あ
る
。

注
(
位
)

自
然
的
環
境
要
因
が
、
相
互
関
係
を
持
ち
つ
つ
、
ア
ゾ
ラ
の
生
育
に
影
響
を
与
え
る
点
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

、
可
口
氏
同
船
口
内
】
吋
}
戸
口
可
。
丹



〔
必
〕
、
刈
ら
〔
4
〕
等
。

(
お
)
例
え
ば
、
日
照
量
が
多
け
れ
ば
、
最
適
温
度
は
高
く
な
る
(
吋
白

FWU『
同

E
m巳
ロ
由
〔
必
〕
、

k
t
r
目
。
仏
〔
リ
円
〕
)
。

(
但
)
南
部
中
国
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
利
用
よ
の
問
題
点
の
一
つ
は
、
栄
養
繁
殖
体
を
ど
う
越
冬
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
と
、
ど
う
越
夏
さ
せ
る
か
と

い
う
こ
と
に
あ
る
。
例
え
ば
蘇
北
農
学
院
〔
日
〕
。
ま
た
そ
の
水
田
緑
肥
と
し
て
の
利
用
は
早
稲
に
お
い
て
最
も
著
し
い
。

(
お
)
ま
た
、
注
(
お
)
、
(
お
)
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
ア
ゾ
ラ
は
浮
遊
水
草
で
あ
る
か
ら
、
強
い
風
が
吹
く
と
闘
場
の
片
隅
に
吹
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
い
、
田
面
全
体
で
の
均
一
な
生
育
が
防
げ
ら

れ
、
結
果
と
し
て
窒
素
の
偏
在
と
い
う
問
題
を
生
じ
る
。

(
幻
)
価
格
に
つ
い
て
は
第
ロ
表
と
そ
の
注
を
参
照
の
こ
と
。

(お

)

P
の
最
適
投
入
水
準
の
導
出
は

2
2
¥白
H
U
)
H

句ミ

F
に
よ
る
。
但
し
こ
こ
で
九
と
D
刊
は
そ
れ
ぞ
れ

P
と
N
の
価
格
で
あ
る
。

(
m
U
)

第
4
表
よ
り
一
人
一
日
(
八
時
間
)
当
た
り
の
ア
ゾ
ラ
運
搬
量
は
約
一

0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
G

半
飽
和
法
等
で
接
種
量
の
半
量
一
ト

γ
を
運
ぶ

と
し
て
一

O
人
日
の
労
働
投
入
増
。
第

6
表
よ
り
ア
ゾ
ラ
に
よ
る
労
働
節
約
へ
タ
タ

1
ル
当
た
り
約
五
人
目
。
こ
れ
ら
よ
り
ア
ゾ
ラ
導
入
に
よ

る
純
労
働
投
入
増
へ
P
F
I
ル
当
た
り
五
人
日
。

(
川
出
)
第
ロ
表
で
、
現
実
に
ア
ゾ
ヲ
を
緑
肥
と
し
て
利
用
し
て
い
る
中
国
に
お
け
る
勧
告
農
薬
散
布
水
準
が
、
ヘ
タ
タ
ー
ル
当
た
り
カ
l
ボ
フ
ュ
ラ

γ
四

t
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
点
に
注
意
を
喚
起
し
た
い
。
こ
れ
は
成
分
量
二
一

o
t
一
五

0
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
第
ロ
表
で
一
示
さ
れ
た
損
益
分

岐
農
薬
量
以
下
で
あ
る
。

(
引
)
既
述
の
よ
う
に
、
南
コ
タ
パ
ト
州
の
ア
ゾ
ラ
利
用
地
帯
は
一
九
八
一
年
第
二
期
作
ま
で
は
病
虫
害
の
発
生
皆
無
で
φ

め
っ
た
。
し
か
し
、
一
九

八
二
年
八
月
以
降
こ
の
地
域
で
ア
ゾ
ラ
の
虫
害
が
広
が
り
始
め
、
多
〈
の
地
点
で
ア
ゾ
ラ
の
生
育
が
以
前
よ
り
困
難
に
な
り
、
こ
の
地
域
に
お

け
る
継
続
的
ア
ゾ
ラ
利
用
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
第
9
表
で
一
万
さ
れ
た
ア
ゾ
ラ
の
経
済
的
収
益
は
大
き
く
下
方
修
正
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

(
m
M
)

不
確
実
性
を
伴
う
技
術
の
経
済
的
収
益
は
、
そ
の
技
術
の
平
均
的
収
益
に
危
険
確
率
を
乗
じ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
よ
う
。
稲
作
生
産
自

体
、
自
然
的
環
境
要
因
の
変
動
か
ら
〈
る
不
確
実
性
か
ら
逃
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
そ
れ
に
従
事
し
て
い
る
小
農
は
一
般
的
に
危
険
回
避
的

性
向
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

一
一一一



熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

四

五

結

語

以
上
本
稿
で
は
既
往
の
研
究
の
整
理
と
農
家
調
査
資
料
に
基
づ
き
、
水
田
緑
肥
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
の
生
物
学
的
並
び
に
経
済
的
利
用

可
能
性
を
検
討
し
た
。
主
要
な
知
見
は
以
下
の
ご
と
く
要
約
さ
れ
よ
う
。

)
 

J
i
 

(
 
水
因
縁
肥
と
し
て
の
ア
ゾ
ラ
の
生
物
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
い
。
水
田
一

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
覆
う
ア
ゾ
ラ
は
二

O
t
三
O
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
有
機
質
窒
素
を
含
む
。

ア
ゾ
ラ
の
周
年
耕
作
に
よ
る
窒
素
生
産
量
は
ヘ
ク
タ
ー
ル
年
当
た
り
一
ト
ン
以
上
に
も
達
し
得
る
。

水
稲
と
同
時
に
耕
作
す
る
場
合
で
も

ア
ゾ
ラ
に
よ
る
窒
素
供
給
量
は
水
稲
一
作
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
二

O
t
二
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
で

分
布
す
る
。

か
く
固
定
さ
れ
た
有
機
質
窒
素
が
無
機
質
窒
素
と
ほ
ぼ
同
じ
効
率
を
持
っ
と
と
は
、
既
往
の
ア
ゾ
ラ
を
用
い
た
水
稲
収
量

試
験
結
果
か
ら
確
認
さ
れ
る
c

(ロ)

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
利
用
の
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
大
き
い
。

ア
ゾ
ラ
の
生
育
に
好
適
な
環
境
条
件
を
備
え
た
フ
イ

リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
南
コ
タ
パ
ト
州
の
水
田
地
帯
の
事
例
は
、
農
家
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
ア
ゾ
ラ
が
、

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
五

0
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
無
機
質
窒
素
を
代
替
し
、
経
常
財
費
の
三
割
以
上
の
節
約
を
可
能
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ヤカ

し
か
し

ア
ゾ
ラ
の
生
物
学
的
・
経
済
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
実
現
は
、
多
く
の
自
然
的
・
社
会
的
要
因
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
て

お
り
、
現
状
に
お
い
て
ア
ゾ
ラ
は
熱
帯
稲
作
に
と
っ
て
確
立
さ
れ
た
技
術
と
一
言
う
に
は
程
遠
い
。
多
く
の
制
約
要
因
の
中
で
、
農
家
レ

ベ
ル
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
も
の
は
、
土
壕
燐
酸
肥
沃
度
、

ア
ゾ
ラ
の
病
虫
宝
ロ
、

ア
ゾ
ラ
に
係
わ
る
労
働
投
入
の
三
つ
で
あ
る
。

第
一
の
要
因
は
燐
酸
質
化
学
肥
料
の
施
用
に
よ
り
克
服
出
来
、
現
在
の
肥
料
価
格
体
系
の
下
で
は
、

ア
ゾ
ラ
導
入
へ
の
大
き
な
障
害

と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
二
の
要
因
た
る
ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
の
存
在
は
、
昆
虫
の
世
代
交
代
の
早
い
熱
帯
に
お
い
て
、

ア
ゾ
ラ
利



用
へ
の
致
命
的
障
害
と
な
り
得
る
。
現
行
の
農
薬
お
よ
び
そ
の
価
格
を
前
提
と
す
る
と
、

ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
防
除
を
カ

l
ボ
フ
ュ
ラ
ン

成
分
量
二

0
0グ
ラ
ム
以
内
で
な
し
得
な
け
れ
ば

ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用
は
経
済
的
に
無
意
味
と
な
る
。
第
三
の
要
因
労
働
必
要
量
も

予
想
以
上
に
大
き
な
制
約
要
因
と
な
り
得
る
。
現
行
価
格
体
系
の
下
で
農
業
賃
金
率
(
労
働
の
機
会
費
用
)
が
一
日
当
た
り
二

U
S
ド

ル
の
近
傍
に
あ
る
国
・
地
域
で
は
、

ア
ゾ
ラ
に
要
す
る
労
働
量
の
多
少
が
、
そ
の
利
用
よ
り
生
ず
る
経
済
的
収
益
の
正
負
を
規
定
す
る

で
あ
ろ
う
。

ア
ゾ
ラ
を
熱
帯
稲
作
で
利
用
可
能
な
水
田
緑
肥
技
術
と
し
て
確
立
し
て
い
く
上
で
重
一
要
な
将
来
的
研
究
課
題
は
以
上
の
検
討
か
ら
自

ず
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
よ
り
劣
悪
な
環
境
条
件
下
で
生
育
し
得
る
ア
ゾ
ラ
品
種
系
統
の
発
見
・
選
択
と
、
劣
悪

環
境
下
で
ア
ゾ
ラ
を
生
育
せ
し
め
る
農
法
の
確
立
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
利
用
可
能
な
ア
ゾ
ラ
品
種
系
統
を
前
提
と
す
れ
ば
、

特
に
、(~ ~ 

ア
ゾ
ラ
病
虫
害
の
有
効
な
防
除
法
の
確
立
が
急
務
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
水
稲
自
体
の
病
虫
害
防
除

と
統
合
的
に
ア
ゾ
ラ
の
病
虫
害
を
防
除
す
る
可
能
性
を
含
め
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(ろ)

次
い
で

ア
ゾ
ラ
の
生
産
・
接
種
・
鋤
き
込
み
に
関
す
る
農
法
を
、
既
存
の
稲
作
生
産
に
お
け
る
労
働
利
用
の
ピ

l
ク
と
重
複

を
避
け
つ
つ
、
遊
休
労
働
力
の
活
用
が
図
れ
る
よ
う
に
、
設
計
す
る
必
要
が
あ
る
ο

。劫

種
々
の
土
壌
タ
イ
プ
に
つ
い
て
、

よ
り
効
率
的
な
燐
酸
肥
料
の
施
用
法
を
明
ら
か
に
し
、

ア
ゾ
ラ
の
有
機
質
窒
素
生
産
性
向
上

を
図
る
こ
と
も
勿
論
劣
ら
ぬ
重
要
性
を
持
つ
。

〔
付
記
〕

本
稿
は
多
く
の
方
々
の
協
力
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
元
国
際
稲
研
究
所
稲
作
専
門
家
の

F・

O-
国

E
Z
氏
か
ら
は
ア
ゾ
ラ
に
関

熱
帯
稲
作
に
お
け
る
ア
ゾ
ラ
の
緑
肥
刺
用

一
一
五



熱
帯
稲
作
に
お
け
る
7

ゾ
ラ
の
緑
肥
利
用

一
一
六

す
る
多
く
の
情
報
を
与
え
ら
れ
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
農
業
省
コ
ロ
ナ
ダ
l
ル
地
方
事
務
所
の
り
・

z
g
-
m
m
w
明・、

E
B
E
C
両
氏
、
同
農
業
経
済
局
タ

ン
タ
ガ
ン
農
業
改
良
普
及
所
の
り

-
T話
回

E
E
嬢
、
調
査
村
の
村
長
〉
・
の
回
目

Z
P
岡
山
・
回
目

E
B
E
両
氏
、
前
村
長

N
-
n忠
弘

E
E
氏

を
は
じ
め
と
す
る
調
査
農
家
の
方
々
か
ら
は
、
南
コ
タ
パ
ト
州
に
お
け
る
調
査
に
際
し
て
大
き
な
助
力
と
協
力
を
得
た
。
回
・
切
白
E
0
2
m
B
B
-
刀・

2
2
2
R
F
H
Z一g
-
2
諸
氏
と
の
・
。
句
。

E
嬢
は
調
査
の
実
施
・
デ
i
タ
の
取
り
纏
め
を
手
伝
っ
て
く
れ
た
。
本
研
究
所
田
嶋
俊
雄
氏
か
ら

は
中
国
に
お
け
る
多
く
の
ア
ゾ
ラ
関
係
文
献
の
教
一
不
を
受
け
、
ま
た
池
上
彰
英
氏
か
ら
は
そ
れ
ら
文
献
の
理
解
に
助
力
を
得
た
。
国
際
稲
研
究
所
の

持
団
作
氏
は
我
々
に
農
薬
に
関
す
る
知
識
を
教
示
下
さ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
原
稿
に
含
ま
れ
て
い
た
誤
り
を
も
指
摘
し
て
頂
い
た
。
以
上
総
て
の
方

々
に
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
も
と
よ
り
、
本
稿
中
に
ま
だ
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
誤
り
に
つ
い
て
の
責
任
は
筆
者
ら
に

あ
る
。

〔

l
〕

文
献
〕

安
部
五
一
・
中
川
清
・
児
玉
三
郎
「
オ
オ
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
の
被
害
と
防
除
」
(
『
日
本
作
物
A
子
会
北
陸
会
報
』
第
二
号
、

号l

用

一
九
六
六
年
)
、

五

ー
五
四
頁
Q

〔

2
〕

天
野
一
元
之
助
「
後
貌
の
買
思
認
『
費
民
要
術
』
の
研
究
」
(
『
中
国
の
科
学
と
科
学
者
同
一
九
七
八
年
三
月
)
、
三
六
九

t
五
七

O
頁。

〔

3
〕

天
野
元
之
助
『
中
国
農
業
史
研
究
・
増
補
版
』
(
御
茶
の
水
書
一
房
、

刈
中
柱
・
林
治
・
任
祖
注
・
林
家
鰹
「
紅
津
若
干
生
理
特
性
初
歩
研
究
」
(
『
中
国
農
業
科
学
』
、
一
九
七
九
年
、
第
二
期
)
、
六
三

t
七
O
頁。

一
九
七
九
年
)
。

〔

4
〕

〔

5
〕

藤
原
彰
夫
・
坪
井
一
郎
・
吉
田
文
武
「
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
の
遊
離
窒
素
固
定
作
用
に
つ
い
て
(
予
報
)
」
(
『
農
学
』
第
二
巻
、
昭
和
一
一
一
一
年
)
、

三
六
一

i
三
六
三
頁
。

〔

6
〕

松
本
久
夫
・
回
中
礼
義
・
平
田
修
治
・
工
藤
洋
男
「
除
草
剤
に
よ
る
ア
カ
ウ
キ
ク
サ
の
防
除
試
験
」
(
『
九
州
農
業
研
究
』
第
三
六
号
、
一
九
六

八
年
)
、
八
三
頁
。
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		不合格: 16







詳細レポート





		文書





		ルール名		ステータス		説明



		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る

